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1｡はじめに

淡水域に生息する動物群集の中で､水生ダニ類は種数の点でもバイオマスの点でも水生昆虫

類と匹敵する存在である.しかしながら,従来行われてきた日本の淡水産生物相に関する研究

報告では,大部分が単に ｢ダニ類｣としてまとめられ,その内訳は明らかにされてこなかった｡

これは,研究者が不足しており分類研究が国内で進んでいないことから,日本産の水生ダニ類

相に関する参考資料が非常に少ないためである｡日本では,かつて 1959年に今村泰二により

地下水生ミズダニ類とウシオダニ類の簡単なチェックリス トが出版されたが,その後はこれに

替わる資料は作成されていない｡したがって,国内の分布や生息域なども盛 り込んだ陸水産の

水生ダニ類目録を作ることができれば,大学や関係研究機関,ならびに陸水環境の調査 ･研究

に携わる民間研究機関などが行う陸水域の研究発展に寄与できると期待される｡

これまで,ミズダニ類に関しては世界から 5000種,淡水産ウシオダニ類については 90種以

上が知られている.しかし,アジアの分類学研究は欧米に比べてかなり遅れており,日本産水

生ダニ類についてはミズダニ類とウシオダニ類を合わせて 150種程度の報告しかない｡しかも,

そのほとんどは内田亨と今村泰二によって行われてきた地下水生ミズダニ類に関するもので,

多くの河川や池 ･湖 ･湿地帯などは未調査である｡地球規模における生物多様性の解明と保全

という視点から､アジアと北太平洋地域をになう日本の役割は大きく,せめて属レベルにおけ

る国内の水生ダニ類相を明らかにすることができれば,世界的に進められている生物多様性研

究の基礎データ収集に寄与し,さらに陸水域の生態系保全に関わる議論を進める資料を提供す

る事ができる｡

本研究では,日本国内の陸水域における水生ダニ類相を明らかにするために,国内に生息す

る淡水産ウシオダニ類ならびにミズダニ類に関して,新たな採集調査と既存の標本および文献

調査を通して､少なくとも属レベルの目録を作成することを目的としたC

2｡研究組織

研究代表者 ;大高明史 (弘前大学教育学部教授)●1

研究分担者 :安倍 弘 (日本大学生物資源科学部助教授)●2

1,平成 13年度は研究分担者

2,平成 13年度は研究代表者

研究協力者 :

松本典子 (北海道大学大学院理学研究科博士課程 ;平成 13､16年度)

大友智和 (北海道大学大学院環境科学研究科修士課程 ;平成 13年度)

久保田優 (北海道大学大学院環境科学研究科修士課程 ;平成 13年度)

佐藤千春 (弘前大学大学院教育学研究科修士課程 ;平成 14年度)
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3.交付決定額 (配分額)

(金額単位 :千円)

直接経費 間接経費 合 計
平成 13年度 1,300 0 1,300

平成 14年度 600 0 600

平成 15年度 700 0 700

平成 16年度 800 0 800

総 計 3,400 0 3,400

4｡研究発表

4-1.学会誌等

(英文論文)

Abe,H.,Shrestha,K.良P.K.Shrestha(2001)Watermites(Acari:Hydraclmellae)inKathmanduValley,

CentralNepal.JoumalofNatural HistoryMuseum,Tribhuvan Univ.Kathmandu,20:173-177.

(2001年 4月 1日)

Abe,H.,Sasaki,T.& J.Hiromi(2001)Halacaridmitesaspossibleindicatorsofpreferablesowing

culturebedsofJapanesescallopPalinopeclenyessoensis(Jay).IntemationalJoumalof

Acarology27:91-96. (2001年 6月 1日)

Abe,H.(2001)Phylogenetic taxonomy ofthemarinemitegenusRhombognalhides(Acari:

Halacaridae:Rhomgonathinae).Hy血obiologia464:79-88. (2001年 11月 1日)

Ohtaka,A. (2001)01igochaetesinLakeTbwada,Japan,anoligotrophiccaldera.Hydrobiologia436:

83192(2001*)

Fukuhara,H.,A.Ohtaka,N.Kimura,M.Fukui,Y.Kikuchi,S.Nohara,M.Ochiai,YYamamotoandOze

AkashiboResearchGroup(2002)SpringredsnowphenomenonHAkashibo"intheOzegahara

mire,CentralJapan-withspecialreferencetodistributionofinvertebratesinredsnow.

VerhandlungenderIntemationalenVereinigungfurTheoretischeundAngewandteLimnologle

28:1645-1652(2002年 12月)

Abe,H.(2004)EvolutionarytrendsofextemalmorphologyinthemarinemitegenusRhombognalhides

(Acari:Halacaridae:Rhombognathinae).Zool.Anz.242:293-298. (2004年 3月 1日)

Abe,H.,Imamura,T.&Y.Kikuchi(2006)Catalogueofthetypespecimensofaquaticmites(Acari,

Hydraclmellae& Halacaridae)intheTaijilmamuracollectionoftheIbarakiNatureMuseum,

Ibaraki,Japan.Bull.IbarakiNat.Mus.(impress) (2005年 3月30日)

(和文論文)

-2-



大高明史 (2001)北日本の貧栄養カルデラ湖深底部における水生ミミズ相｡国立環境研究所研

究報告 167:106-114.(2001年9月 28日)

安倍 弘 ･白戸-士 ･佐藤雅彦 (2002)利尻島の水生ダニ類｡利尻研究 21:29-34｡ (2002年 3

月31日)

中田伸大 ･大高明史 (2003)白神山地 ･津軽十二湖湖沼群の河川における底生動物の群集構造

と食性｡弘前大学教育学部紀要 89:77-95(2003年3月 31日)

高橋友宏 ･大高明史 (2002)白神山地 ･小峰川の底生動物相｡青森 自然誌研究 7:87-94(2002

年3月 31日)

大高明史 ･伊藤富子 (2002)支第湖および洞爺湖深底部における貧毛類を中心とした底生動物

群集の概要.陸水生物学報 17:9-16(2002年 5月 15日)

山本鎮子･大高明史･林卓志･福原晴夫･野原精一･落合正宏･尾瀬アカシボ研究グループ (2004)

東北地方の赤雪｡陸水学雑誌 65:181-191(2004年 12月 20日)

安倍 弘 (2005) 海に住むダニ ーウシオダニ類の紹介｡タクサ,18:30133. (2005年 2月 20

日)

4-2｡口頭発表

(国際会議)

Ohtaka,A･,D･I.Hartoto,Y.Sudarso,T.Buchar,F.Widjaja,T.Iwakuma,andH.Kunii(2002) Faunal

compositionofmeio-andmacroinvertebratesassociatedwithaquaticmacrophytesinCentral

Kalimantan andWestJava,Indonesia,withspecialreferencetooligochaetes.TheIntemational

SymposiumonLandManagementandBiodiversityinSoutheastAsia. HotelDiscovery,Bali,

Indonesia(2002年 9月 19日)

Abe,H.&I.Bartsch(2002)HistoricalBiogeographyofthehalacaridmitegenusIsobactruS.XI

IntemationalCongressofAcarology.Merida,Mexico(2002年 9月 8-13日)

Ohtaka,A.,H,Katakura,S.Tsukawaki,S.Endoh,K.Mita,Y.Okum ura,Y.Egawa,M.Kato,andB.Ek

(2002)preliminarystudyonfaunalcompositionofaquaticinvertebratesinLakeTonleSap,

Cambodia.IntemationalSymposiumonEnvironmentalChangesoftheGreatLakeTonleSap.

Ministryoflndustry,MinesandEnergy(PhnomPenh,Cambodia)(2002年 10月 16日)

Abe,H.(2003)ApplicationofhistoriCalbiogeographyforwildlifeconservation:Anewapproachtothe

protectareaestimation.XXPacificScienceCongress｡Bangkok,Thailand(2003年 3月 17-21

日)

Abe,H.(2004)Estimationofconservationareasinthelightofhistoricalbiogeography.XXII

IntemationalCongressofEntomology.Brisbane,Australia(2004年 8月 15-21日)

(国内学会)

安倍弘 ･上田異吾 ･片瀬隆雄 ･高春心 (2001)安定同位体比によるカイソウダニ類の食性解析｡

日本ダニ学会第 10回大会､郡山 (2001年 9月 28日)｡安定同位体比によるカイソウ

ダニ類の食性解析.日本ダニ学会誌,ll(1):43.
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福原晴夫 ･大高明史 ･菊地義昭 ･アカシボ研究グループ (2001)赤雪の無脊椎動物について｡

日本陸水学会第66回大会.東北大学川内北キャンパス (2001年 10月8日)｡

林卓志 ･山本鋒子 ｡大高明史 ｡尾瀬アカシボ研究グループ (2001)尾瀬ヶ原のアカシボ現象に

関する研究 (22)-尾瀬および東北地方における赤雪の分布-D日本陸水学会甲信越

支部会第27回研究発表会.勝沼町営ぶどうの丘 (2001年 12月 1日)

西野麻知子 ｡大高明史 ｡石田昭夫 (2002)琵琶湖周辺内湖の生物多様性解明に向けて (予報)

2｡内湖の底生動物相にみられる特性 日本陸水学会第 67回大会.東京農工大学府中

キャンパス (2002年 9月28日)

Rivas,G｡andAbe,H.(2003)HalacaridmitesfromtheMexicanTropicalPacificOcean.日本動物分類

学会第39回大会,京都 (2003年5月24日)

安倍 弘 (2004)海産ダニ類の歴史生物地理学 :分布パターンからみた進化経路の推定･日本

生物地理学会第59回年次大会シンポジウム,立教大学 (2004年4月 11日)

(学会以外の国内学術集会)

安倍 弘 (2001)海にすむダニの誌 利尻町立博物館学術講演､利尻 (2001年6月29日)

西野麻知子 ･大高明史 ･原田英司 (2002)北湖深底部における底生動物群集の現状と変遷.第

20回琵琶湖研究シンポジウム｡滋賀県琵琶湖研究所 (2002年2月6日)

大高明史 (2002)十和田湖の湖底には何が住んでいるか? 青森県自然誌研究会第 8回研究発

表会｡八戸児童文化センター (2002年4月27日)

安倍 弘 (2004)今村泰二コレクション ･水生ダニ類分類標本調査結果｡淡水動物分類研究会,

大阪府立大学,2004年4月24日｡

安倍 弘 (2004)ミズダニの分類と生嵐 水生昆虫談話会第 269回例会｡日本工学院専門学校

(2004年 10月23日)

4-3｡出版物

(著書)

安倍 弘 (2001)第 17章 海のダニ ｢ダニの生物学｣(pp.313-334)青木淳一鼠 東京大学出

版会 448p｡ (2001年 12月5日)

安倍 弘 (2004)第 3章 コラム 生物による環境診断 ｢生物環境科学入門｣ (pp｡43-44)水

谷 広 他編,森北出版 185p｡ (2004年 10月8日)

(報告薯等)

白戸-士 ･安倍弘 ･佐藤雅彦 (2002)利尻島調査と利尻町立博物館 との交流｡日本大学生物資

源科学部資料館報,ll:25-31. (2002年3月25日)

大高明史 (代表)(2003)淡水動物の分類 ･生態情報の整備と公開に関する研究 (中間報告).

河川整備基金助成事業,調査 ･試験 ･研究実績報告 象 平成 14年度｡40pp｡(2003年 6

月27日)

安倍 弘 (2003)ハンブルク大学･ゼンケンベルク研究所滞在報告｡日本ダニ学会誌,12‥136-138･
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(2003年 11月 25日)

安倍 弘 (2004)-ンブルク大学動物学研究所 ･動物学博物館とその活動.日本大学生物資源

科学部資料館報,13:57-65｡ (2004年 3月25日)

大高明史 (代表)(2004)日本産淡水無脊椎動物に関する分類学上重要な標本の適切な管理の推

進｡河川整備基金助成事業,調査 ･試験 ･研究実績報告書｡平成 15年度｡49pp.(2004

年 5月28日)

5｡研究報告

5-1｡研究方法

1)水生ダニ類の調査と分類学的観察

平成 13年度から平成 16年度までに､以下の地域に分布する河川や湖沼などの陸水域で水生

ダニ類の採集を行った｡

平成 13年度 :北海道､東北地方

平成 14年度 :関東地方､中部地方

平成 15年度 :近畿地方､中国地方､四国地方

平成 16年度 :九州地方､沖縄地方

採集調査では､水生ダニ類が生息 していると思われる水草､石 ･砂､落ち葉や木の根などの

基質を採取し､現場でバットあけて水生ダニ類を拾いだし､酢酸メチルで固定 して観察試料と

した｡採取した基質サンプルが多量の場合､あるいは時間が限られている場合には､基質をプ

ランク トンネットで渡 したサンプルをポリ瓶に入れてホルマリンあるいはメチル酢酸で固定し､

研究室に持ち帰って､実体顕微鏡下で水生ダニ類を選別 した｡湖沼などの深度の大きな場所で

の採集には採泥器を用いた｡調査時には､GPSを用いて採取場所の経緯度を記録するとともに､

採集地点の水質環境を把握するために､水温､pH､電気伝導度を測定した｡

得られた水生ダニ類の標本は､実体顕微鏡下でミズダニ類とウシオダニ類とに分け､個体ご

とに､有柄針やスライ ドグラス､カナダバルサムなどの器材 ･薬品類を用いて､プレパラー ト

標本とした｡完成したプレパラー ト標本を位相差装置や微分干渉装置のついた光学顕微鏡を用

いて分類学的な観察を行った｡

平行 して､水生ダニ類の関係文献を国内外から入手し､研究に必要な記載論文を複写して整

理保存した｡採集された標本は､これらの記載論文と分類形質を比較 ･検討 し､種あるいは属

までの同定を行った｡
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2)水生ダニ類の保管標本および文献調査

日本の水生ダニ類相を明らかにするためには,まず,これまでどの様な種類の水生ダニ類が

国内から記載されているのかを知る必要がある｡そこで,日本から報告されている水生ダニ類

について文献調査 ･収集ならびに保管標本の調査を行うと共に,Ⅵetsが 1987年に出版した水

生ダニ類のカタログに基づいて,ミズダニ類の分類体系の再検討を行った｡次に,文献調査で

得られた記載論文に基づいて国内から報告されているミズダニ類とウシオダニ類の全種につい

て目録を作成し,和名が付けられていない種については新称を与えると共に,分類学上混乱を

来す恐れがある和名については改称を与えた.さらに,日本産ミズダニ類に関しては,現在有

効な分類体系に従って科 ･亜科 ･属 ･種までを整理し,種名,原記載者名,年号,和名,分布

域,生息環境などの情報を入れたリストを作成した･

3)今村泰二ミズダニコレクションの標本精査と文献調査

標本調査 :

今村泰二博士が所有していた水生ダニ類コレクションは,ミズダニ類のコレクションとして

は国内で最大のものである｡この標本は茨城大学 ･広域水圏環境科学教育研究センターに保管

されていたが,2003年に神奈川県藤沢市の日本大学生物資源科学部一般教養生物学研究室に一

時的に移管し,日本大学において今村泰二コレクションの標本整理を行ってきた･

まず,標本情報を整理するための前処理として,2004年 2月にプレパラー ト標本のラベルに

添付してある種名 ･採集者名 ･採集場所 ･採集年月日などの記載事項を電子情報ファイル-変

換した｡また,標本の大部分は検鏡に耐えうる状態を維持していたが,一部のプレパラー ト標

本については封入剤が揮発しているものも見受けられたことから,保存状態が悪い一部の標本

については,一時的な修復を行った.その後,今村泰二コレクションに関する標本台帳に基づ

いて,台帳と 1541枚にのぼるプレパラー ト標本との照合を行い,さらにタイプ標本について

は原記載論文を参照してプレパラー ト標本のラベルに記載されている情報と論文に記載されて

いる情報との照合 ･確認を行った.さらにタイプ標本をホロタイプ ･アロタイプ ｡シンタイプ

に選別し,種ごとに,有効名｡原記載雑誌名とページ,タイプの肌 性別,標本番号,採集地

名,採集者名をリス トに作成した.

文献調査 :

日本のミズダニ類については,主に内田亨博士と今村泰二博士により分類研究が進められて

きた｡特に,今村泰二博士は精力的に記載分類を行い,その結果を多くの出版物に報告してい

る｡従って,特に日本産ミズダニ類に関する情報を得るには,今村博士の著作ならびに博士の

所蔵文献を参照するのが最も有効である｡そこで,2001年に茨城大学 ｡広域水圏環境科学教育

研究センターに保管されていた今村博士自身の著作論文を含むダニ学関係の所蔵文献を神奈川

県藤沢市の日本大学生物資源科学部一般教養生物学研究室に一時的に移管し,日本大学におい
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て今村泰二博士が所蔵していたダニ学関連文献の整理を行ってきた｡

まず,今村泰二博士自身の著作論文に関して,1979年に出版された今村博士の研究業績目録

を参照しながら整理を行うとともに,欠如している論文については図書館等を通して論文の収

集を行った｡また, 1979年以降に出版されたダニ学に関する論文に関しても収集整理を行い,

文献を年号順に整理すると共に,全著作論文の文献リス トを作成した｡さらに,今村博士が所

蔵していたミズダニ類の分類に関する文献に関しても,論文の整理を行うと同時にリス トに作

成した｡

5-2.研究結果

l)日本産ミズダニ類-属の分布と生息環境

我が国におけるミズダニ類に関する研究は,主に内田亨博士と今村泰二博士により行われ,

Uchida(1937)によるカワムラダニの報告以来 100種程度が報告され,国内のミズダニ相は次第

に明らかになってきた.しかしながら,従来行われている国内の淡水産生物相に関する多くの

研究報告では,大部分が単に ｢ダニ類｣としてまとめられ,その内訳は明らかにされない事が

多い｡これは,ミズダニを研究対象とする分類研究者が少ないこともあり,日本産の水生ダニ

類相に関する情報が乏しいことに起因する｡日本産のミズダニ相に関しては,今村 (1965a,1965b,

1973,1977,1980),今村 ･菊地 (1986)などの報告があるが,国内の分布や生息域などを網羅した

分類群の情報は十分得られていない｡

本研究ではこれまで報告されているミズダニ類の分布に加えて, 2001年から 2004年までの

期間中に北海道から沖縄に至る 185地点の河川 ･池沼 ･溜池 ･湖 ･マングローブ林での調査結

果をふまえ,我が国におけるミズダニ類の属レベルでの分布を生息環境とともに報告する｡

これまでのミズダニ類の分布については,今村 (1965a,1965b,1973,1977,1980),今村 ･菊地

(1986)に基づいた｡また,分類体系についてはⅥets(1987)を参照した.

ミズダニ類 (Hydrachellae)

ヒヤミズダニ科 FamilyHydrovolziidaeThor1905

ヒヤミズダニ亜科 FamilyHydrovolziinaeThor1905

ヒヤミズダニ属 GenusHydrovolziaThor1905

関東地方から記録がある.冷たい渓流に生息する｡ヒヤミズダニ Hydrovolzia(Hydrovolzia)

japonicaが報告されている｡

チカヒヤミズダニ属 GenusStygovolziaImamura1957

近畿地方から記録されている｡地下水中に生息する｡チカヒヤミズダニ Stygobolziauenoiが
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報告されている｡

オオミズダニ科 Family HydraclmidaeLeach1815

オオミズダニ亜科 subfamilyHydraclminaeLeach1815

オオミズダニ属 GenusHydrachnaMullerl776

北海道･本州･九州から記録されている｡ トウキョウオオミズダニ Hydrachna(Diplohydrachna)

too,oensis,フクオカオオミズダニ Hydrachna(Diplohydrachna)uniscutatafukuoka,マルミズダ

ニ Hydrachna(Diplohydrachna)uniscutata lira,コマルミズダニ Hydrachna(Diplohydrachna)

uniscutataminutaの4種が報告されている,

オオヌマダニ科 FamilyLimnocharidaeGmbe1859

オオヌマダニ亜科 subfamilyLimnocharinaeGrube1859

オオヌマダニ属 GenusLimnocharesLatreille1796

北海道から記録されている.池沼に生息する.オオヌマダニ Limnochares(Limnochares)aquatica

が報告されている.

メガネダニ科 FamilyEylaidaeLeach1815

メガネダニ亜科 subfamilyEylainaeLeach1815

メガネダニ属 GenusEylaisLatreille1796

近畿地方から九州にかけて記録がある.水田や池沼に生息する｡マスダメガネダニ Eylais

takingyoが報告されている｡

アカミズダニ科 FamilyHydryphantidaePiersig1896

アカミズダニ亜科 subEamilyHydryphantinaePiersig1896

アカミズダニ属 GenusHyd7yPhantesKoch1841

北海道か ら記録 されている｡水 田や池沼に生息す る｡アカ ミズダニ HydTWhantes

(polyhydryphantes)jlexuosusが知られる｡

ナガボソダニ亜科 subfamilyWandesiinaeSchworbe11961

ナガボソダニ属 GenusWandesiaSchechte11912

本州各地から記録されている.砂間隙水中に生息する｡ナガボソダニ Wandesia(Allowandesia)

japonicaが報告されている｡
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イズミダニ科 (新称)FamilyThyaSidaeⅥets1926

イズミダニ亜科 subfamilyThyasinaeViets1926

オンセンダニ属 GenusTrichothyasViets1926

北陸地方から記録されている｡オンセンダニ TrL'chothyas(Lundbladia)japonicaが知られる｡

カザリイズミダニ属 GenusJaponothyaslmamura&Mitchel1967

本州から記録がある･山岳地の冷水湿濡域に生息する｡カザリイズミダニ Japonothyasornatus

が報告さている｡

イズミダニ属 GenusTlhyasKoch1836

北海道から知られる｡雪解けの水たまりなどに生息する｡イズミダニ Thyasbarbigerabarbigera

が記録さている｡

ヒョウタンダニ科 FamilyProtoziidaeKoenike1909

ヒョウタンダニ亜科 subfamilyProtziinaeKoenike1909

ヒョウタンダニ属 GenusProtziaPiersig1896

北海道 ･本州 ･九州から記録されている.流水域に分布する｡ トガリヒョウタンダニ Protzia

(protzia)eximia,オオヒョウタンダニ Protzia(Calonyx)japonica,ハダヒョウタンダニ Protzia

(calonyx)hadaiが報告されている｡
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ヒョウタンダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010622 1800 黒松内町先太川本流 15.6 6.9 106 平瀬､ヒゲナガカワトビケラ

東北

20011022 1040 安家川 (岩手県野田村下安家) 9.5 7.3 98 清流,カワゲラ,-ビトンボ,

アメマス

20020104 1400 蔵王町遠刈田 白石川上流 4.9 5.2 堰の下,石の表面に茶色のぬめり

関東

20020601 1235 茨城県北茨木市石岡.大北川本流 16.7 7.6 87.5 大きられきの間に砂,川幅8m
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20020602 1450 栃木県今市市瀬川,大谷川本流

20020801 1130 山梨県牧丘町 鼓川本流

20020801 1300 山梨県三富相川浦 笛吹川本流

中部

20020719 1150 愛知県東加茂郡足助町大兄川

北陸

20020901 1350 富山県大沢野町長川原 神通川

近畿

20030620 1210 奈良県川上村西河北山川支流

中国

20040121 1330 鳥取県関金町安歩 小鴨川

20040123 1330 広島県加計町 丁川 (川登)

九州

20040430 850 佐賀県 嬉野町 岩屋川内川

15.4 7.4 112.8

23.8 7.3 66

22 7 117

19 7 34.5

28.4 9.1 115

17.8 7 54

6.9 7.4 92

1.9 7.6 61

15.1 7.32 81.8

川幅50m,瀬,堰堤下

幅5m,平瀬,れき

幅20m平瀬,大中れき

川幅8m,大れき,増水している

川幅50m,丸いれきの広い沢,

水少ない,ヒゲナガ,シマトビう

ラ多い

川幅3m,れき

平瀬,カワゲラ,カゲロク,ヨ

コエビ

転石清流,-ビトンボ,カワゲ

ラ, トビケラ

平瀬,カゲロク,プラナリア,

サワガニ

ウチダヒョウタンダニ属 GenusPartuniaPiersig1896

北海道から記録がある.山岳地帯の渓流に生息する｡ウチダヒョウタンダニ Partnuniauchidai

が知られる｡

ハサミミズダニ科

ハサミミズダニ亜科

FamilyHydrodromidaeⅥets1936

SubfamilyHydrodrominaeVletSI936

ハサミミズダニ属 GnusHydrodromaKoch1837
全国各地から記録がある｡山間部の池沼に生息する. ハサミミズダニ Hydrodromadespiciens

despicL'ensが知られている.
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ハ サ ミ ミズ ダ ニ属 の採集 地 点 と生 息 環 境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010622 1100 ニセコ神仙沼

中部

20020716 1455 長野県高井郡志賀高原下の池

四国

20030822 1330 愛媛県松山市 佐古ため池

14.3 6.2 20 ミツガシワ

18.4 5.6 140 腐植質の池,ミツガシワの間

28.0 粘土質底,鯉､ヨシ帯,プラナリ

ア

20030829 1230 高知県佐賀町 伊予木川 (′J､黒橋) 25.0 7.4 86 カグロウ,ミズムシ

20030830 1030 高知県中村市 後川 (牛打橋) 24.1 7.1 65 平瀬,カグロウ,ミズムシ,ヤゴ,

トビケラ

20030830 1400 高知県大方町 蛎瀬川 (下田ノロ) 25.1 7.4 84 平瀬,カグロウ,享ズムシ,プラ

ナリア
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沖縄

20040718 1300 沖縄県 金武町 喜瀬武原ダム 用水路,エビモ,メダカ,ヤゴ,

サカマキガイ

ナガレダニ科 FamilySperchonidaeThor1900

ナガレダニ亜科 subfamilySperchoninaeThor1900

オニナガレダニ属 GenusSperchonopsisPiersig1896

北海道 ･本州 ･四国から記録 されている｡山間部の渓流に生息する.オニナガ レダニ

Sperchonopsisverrucosaverrucosa,ニッポンオニナガレダニ SperchonopsL'snLbponL'caが報告さ

れている｡
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オニナガレダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010623 1220 茶屋川本流茶屋橋

東北

20.7 7.7

20011019 1410 木戸川,(福島県川内町) 11.8 6.6

20011019 1610 夏井川,(福島県いわき市) 11.3 7.1

20011021 1302 かっぱ淵 (岩手県遠野市) 11.0 7.2

20011022 1040 安家川 (岩手県野田村下安家) 9.5 7.3

関東

20020603 1440 群馬県吾妻町萩,酉仏川 19.9 7.8

中部

20020730 1600 長野県下諏訪町砥川河口

北陸

20020831 1625 石川県富来町人釜 富来川 26.6 7.7

106 河床岩盤

52 平瀬,レキ底

96 転石,ヨシ

58 農業用水路,バイカモ,ニジマス

98 清流,カワゲラ,-ビトンボ,ア

メマス

107.8 川幅2m.れき,少し汚れた川

幅8m,平瀬で流れ速い.小石

103.0 幅5m,大れき,少しよごれ,ヒ

ラタ,シマ トビケラ,ヘビトンガ

近畿

20030619 720 和歌山県那智勝浦町井関那智川 17.5 7 49

20030619 1230 和歌山県田辺市平見右会津川 17.6 7 56

20030621 945 奈良県室生村室生川 21.6 7.8 57

四国

20030825 1030 徳島県福井町 福井川 25.4 7.7 66

川幅30m,れき,増水

川幅10m,平瀬,増水

川幅5m,れき,ヒゲナガ,カ

ワニナ

平瀬,ヤゴ, トビケラ,ヨコエ

ビ

ナガレダニ属 GenusSperchonKramer1877

北海道 ･本州 ｡四国から記録がある.小川や渓流に生息する｡ノコバナガレダニ Sperchon

(sperchon)denticulatus,キタナガレダニ Sperchon(Sperchon)brevirostrisbrevirostris,オオナガ
レダニ Sperchon(Sperchon)glanduloszLSglandulosus,-ネケナガレダニ Sperchon(Sperchon)

plumlferplumLfer,ミヤマナガレダニ Sperchon(Palpisperchon) nikkoensisが報告されている｡
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♂

ナ ガ レダ ニ属 の採 集 地 点 と生 息 環 境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010610 恵庭市,柏水川

20010621 1620 真狩川 8.2 7.1 80 平瀬､バイカモ

20010623 1340 八雲町セイヨウべツ川 17.3 7.8 86 平瀬

20010623 1700 厚沢部町濁川本流 15.7 7.4 83 河床岩盤

東北

20011019 1610 夏井川.発電所 (福島県いわき市)ll.3 7.1 96 転石,ヨシ

20011020 1500 成瀬川 (秋田県増田町) 12.8 6.8 121 平瀬

20011020 1612 黒沢川,黒沢駅 (秋田県山内村) 9.6 7.4 80 住宅地横の護岸平瀬
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20011021

20011021

20011021

20011022

1143 猿ヶ石川 (岩手県遠野市)

1302 かっぱ淵 (岩手県遠野市)

1549 豊間根川,河口 (岩手県山田町)

1040 安家川 (岩手県野田村下安家)

20011022 1213 夏井川 (岩手県久慈市)

20011022 1514 山形川 (岩手県葛巻町)

20011022 1630 北上川 (岩手県岩手町)

20010708 1430 大川 (岩木川上流)

20010714 1530 岩崎村笹内川河口付近

20010923 1110 秋田県大館市小雪沢長木川

20020103 1452 仙台市泉区実沢 七北田川

20020104 1330 仙台市川崎町 碁石川

10.0 7.3

ll.0 7.2

13.8 6.9

9.5 7.3

69 平瀬,ヨシ

58 農業用水路,バイカモ,ニジ

マス

53 平瀬,ヨシ

98 清流.カワゲラ,-ビトンボ,

アメマス

12.1 7.4 103 中流域の平瀬,ヨシ

10.8 7.4 80 急流,転石,ミズゴケ

9.9 7.5 90 下流域の淵～平瀬

16.0 7.3 99 橋直下

20.8 7.8 27.0 サケ解化場

ll.4 7.5 78 米代川支流

2.6 5,6 平瀬

1.3 5.7 平瀬

20020531 1500 山形県天童市川原子本郷.乱川 21.5 7.0 120 平瀬,小石 ;川幅10m

20020531 1825 山形県尾花沢市正.丹生川本流 18.8 7.5 101.5 平瀬,付着藻類多い,川幅

20m

関東

20020601 1235 茨城県北茨木市石岡.大北川本流 16.7 7.6

20020601 1535 茨城県大子町袋田.久慈川本流 24 7,9

20020602 1120 栃木県塩原町夕の原.帯川本流 17.5 7.4

20020602 1250 栃木県藤原叶大面.男鹿川 17.2 7.3

20020602 1450 栃木県今市市瀬川,大谷川本流 15.4 7.4

20020603 1530 群馬県倉捌村宮原‥烏川本流

中部

20020718 1500 愛知県東加茂郡足助町香嵐渓

20020719

20020901

20020730

20020731

20.1 7.3

23.1 7.5

1150 愛知県東加茂郡足助町大見川 19 7

1045 岐阜県河合村有家 小鳥川本流 18.6 7.6

1600 長野県下諏訪町砥川河口

930 長野県茅野市上川本流

87,5 大きられきの間に砂,川幅

8m

141.& 平瀬,川幅50m

234 川幅50m,岩盤にれきが乗っ

ている

55.7 川幅10m,平瀬,付着藻

類少ない

112.8 )lJ幅50m,瀬,堰堤下

108.6 川幅30m,平瀬,河川改修

されている

38.3 広い平瀬.ヨシノポリ多い,

鮎釣

34.5 川幅8m,大れき,増水

173 川幅30mの平瀬,清流,ヒゲ

ナガ,マグラヒラタ多い

幅8m,平瀬で流れ速い.小石

幅20m,平瀬,糸状緑藻あり,
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20020801 1130

20020801 1300

20030618 1330

20040910 1550

20020831 1250

20020831 1320

20020831 1510

20020831 1625

20020901 1350

20020901 1410

20020901 1500

20030619 720

20030619 1230

20030620 1130

20030620 1210

20030621 945

20040910 1500

山梨県牧丘町 鼓川本流 23.8

山梨県三富相川浦 笛吹川本流 22

三重県熊野市大又,大又川本流 16

三重県 花井町 北山川 20.0

北陸

石川県穴水町平野 ′J､又川 25.7

石川県輪島市熊野 河原田川本流 28.8

石川県柳田町石井 町野川本流 30.9

石川県富来町人釜 富来川本流 26.6

富山県大沢野町長川原 神通川 28.4

富山県大山町小見 和田川 21

富山県大山町岡田 常願寺川本流 26,2

近畿

和歌山県那智勝浦町井関那智川本流 17.5

和歌山県田辺市平見右会津川本流 17.6

奈良県下市町越部吉野川本流

奈良県川上村西河北山川支流

奈良県室生村室生川

奈良県 十津川村 新宮川

21.5

20,3

7.3 66

7 117

7 23

7.59 63.0

7.1 91

7.4 113

8 120

7.7 103

9.1 115

7.2 45

9 124

7 49

7 56

7.8 92

7 54

7.8 57

ヒゲナガカワトビケラ

幅5m,平瀬,れき

幅20m平瀬,大中れき

川幅20m,増水で濁る,カ

グロウ

転石,ヨシ根, トビケラ,メ

ダカ,テナガエビ

幅7mれき,平瀬,ヒラタ,

シマ トビケラ

幅15m平瀬,ノ｣､れき,水少

ない,ヒラタカグロウ多い

幅 10m平瀬,汚れている,シマ

トビケラ多い,ひらた,ナミク

ズムシ

幅5m,大れき,少しよごれ,

ヒラタ,シマトビケラ,-ビト

ンボ

川幅50m,丸いれきの広い

沢,水少ない,ヒゲナガ,シマ

トビケラ多い

川幅8m,大れきに緑藻,上に

ダムあり,ヒゲナガ,シマトビ

ケラ

川幅80mの平瀬,丸石,広い川

原で水少ない,ヒゲナガ,シマ ヤ

ピケラ多い

川幅30m,れき,増水

川幅10m,平瀬,増水

川幅 100m,岩盤とれき,ヒラタ

カグロウ

川幅3m,れき

川幅5m,れき,ヒゲナガ,

カワニナ

6.20 88.6 平瀬,カグロウ,カワゲラ
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20030825

20030827

20030829

20030829

四国

1430 徳島県勝浦町 勝浦川

1400 徳島県神山町 鮎喰川

27.5 9.0

25.2 7.5

1230 高知県佐賀町 伊予木川 (小黒橋) 25.0 7.4

1330 高知県窪川町 仁井田川 (六反地) 24.8 7.4

中国

20040120 930 岡山県久米町吉原 吉井川

20040120 1530 岡山県大原町 吉野川 (大原)

20040121 930 鳥取県用瀬町 千代川 (新川中橋)

20040118 1700 広島県府中市 諸毛町 阿字川

20040123 1000 広島県吉田町外堀 江ノ川

20040123 1130 広島県千代田町 志路原川

20040123 1430 広島県加計町 太田川 (殿賀大橋)

20040123 1600 広島県湯来町田布 水内川 (中田)

20040124 1630 山口県美祢市 厚挟川

20040125 1030 山口県由宇町 由宇川 (由宇)

20040125 1130 山口県岩国市 北河内 錦川

4.2 7.4

7.8 7.8

4.8 7.4

6.5 6.7

3.0 7.4

0.9 7.6

4.2 7.5

2.9 7.5

4.6 8.6

2.1 8.5

5.4 8.3

92 平瀬､トビケラ,カジカ

125 平瀬,ミズムシ

86 カグロウ,ミズムシ

66 平瀬,カグロウ

81 平瀬,カグロウ, トビケラ,ミ

ズムシ,アカムシ

146 転石,カグロウ,ヤゴ,ミミズ,

カジカ

95 下流転石, トビケラ,カワゲラ,

カジカ

117 転石, トビケラ,カグロウ,ヒ

ラタドロムシ,ヒル

137 平瀬,ヤゴ, トビケラ,ミミズ,

カワニナ

93 平瀬,カワゲラ, トビケラ,ミ

ミズ

127 平瀬,ガガンボ, トビケラ,ミ

ミズ

60 上流平瀬,カワゲラ, トビケラ,

カグロウ

202 平瀬,カワゲラ, トビケラ,ミ

ミズ

140 護岸平瀬,カグロウ,プユ,ミ

ミズ

9.3 平瀬,カワゲラ, トビケラ,

アミカ,ヨシノポリ

セセラギダニ科 FamilyAnisitsiellidaeKoenike1910

セセラギダニ亜科 subfamilyAnisitsiellinaeKoenike1910

バングダニ属 GenusBandakiaThor1913

中部地方から記録がある.清流に分布する｡パンダダニ Bandakiajaponicaが知られている.

アオイダニ科 FamilyLebertiidaeThor1900
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アオイダニ亜科 subfamilyLebertiinaeThor1900

アオイダニ属 GenusLebertiaNeuman 1880

北海道 ･本州 ･四国 ･沖縄から記録されている｡小川･湧泉 ･池沼に生息する｡ヌマアオイダ

ニ Lebertia(Pilolebertia)limnea,マルアオイダニ Lebertia(Piloleberitia)leioderma,キタアオ

イダニ Lebertia(Septlebertia)imamuraiが報告されている｡
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アオイダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010530 漁川,恵庭大橋

20010610 浜益村,ゴキビル川

20010620 1430 洞爺湖ソウべツ川 12.3

20010620 1600 洞爺湖キムンド川 9.9

20010621 1620 真狩川 8.2

20010623 1700 厚沢部町満州本流 15.7

20010629 1300 g田川 8.1

東北

20020606 1630 弘前市坂元とんぼ池流入 13.I

20010714 1145 十二湖 ･落口の池 18.1

20010828 1130 十和田湖町蔦 ･境地 13.3

20011020 1500 成瀬川 (秋田県増田町) 12.8

20010923 1110 秋田県大館市小雪沢長木川 11.4

20010923 1250 秋田県小坂町荒川 12.1

20011021 1143 猿ヶ石川 (岩手県遠野市) 10.0

20011022 1040 安家川 (岩手県野田村) 9.5

20011022 1213 夏井川 (岩手県久慈市) 12.1

20011022 1514 山形川 (岩手県葛巻町) 10.8

20011022 1630 北上川 (岩手県岩手町) 9.9

20011020 1010 -迫川,温湯 (宮城県一迫) 8.7

20020104 1230 仙台市太白区長袋 名取川 2.6

20020104 1330 仙台市川崎町 碁石川 1.3

20020104 1430 蔵王町 松川上流 1.9

20011019 1410 木戸川,(福島県川内町) 11.8

20020412 1450 山形県真室川町及位 9.5

20020531 1345 山形県山形市宝沢.馬見崎川 16.6

20020531 1825 山形県尾花沢市正.丹生川 18.8

関東

20020601 1235 茨城県北茨木市石岡.大北川 16.7

20020602 1120 栃木県塩原町夕の原.帯川 17.5

7.2

7.1

7.1

7.4

7.3

79 平瀬､ニンギョウトビケラ

109 地塘の縁,河床赤い

80 平瀬､バイカモ

83 河床岩盤

小沢,転石

7.3 102.8 川幅2mの細軌 襟

7.6 134 流入河川近く

6.8 108 流出河川近く

6.8 121 平瀬

7.5 78 米代川支流

6.9 69 七滝下

7.3 69 平瀬,ヨシ

7.3 98 清流.カワゲラ,-ビトンボ,アメ

マス

7.4 103 中流域の平瀬,ヨシ

7.4 80 急流,転石,ミズゴケ

7.5 90 下流域の淵～平瀬

7.2 62 清流, トビケラ.カワゲラ,カジカ

6.0 平瀬

5.7 平瀬

3.7 沢,河床赤さび色の沈殿

6.6 52 平瀬,レキ底

6.8 47 山からの細流.れきと落ち葉あり

7.1 58.1 大きなれきが重なっている

7.5 101.5 平瀬,付着藻類多い,川幅20m

875 大きられきの間に砂,川幅8m

234 川幅50m,岩盤にれきが乗ってい

る
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20020602 1450

20020603 1030

20020603 1440

20020718 1400

20030618 1330

20020831 1510

20020831 1625

20030620 1210

2∝)30620 1320

20030831 1300

20040121 1100

20040121 1330

20040122 1230

20040123 1330

20040123 1430

20040123 1600

20040720 1410

栃木県今市市瀬川,大谷川 15.4

群馬県片品村丸沼流入河川 16

群馬県吾妻町萩,酉仏川 19.9

中部

岐阜県恵那市洞川紺屋橋 25.1

三重県熊野市大又,大又Jl1 16

北陸

石川県柳田町石井 町野川 30.9

石川県富来町人釜 富来川 26.6

近畿

奈良県川上村酉河北山川支流 17.8

奈良県川上村柏木北山川本流 17.3

四国

愛媛県宇和町 肱川 (松葉橋)27.4

中国

鳥取県三朝町穴鴨 加谷川 5.0

鳥取県関金町安歩 小鴨川 6.9

島根県木次町 斐伊川 0.6

広島県加計町 丁川 (川登) 1.9

広島県加計町 太田川 4.2

広島県湯来町田布 水内川 2.9

沖縄

沖縄県 名護市 源河大川 27.1

112.8 川幅50m,瀬,堰堤下

35.7 川幅3m,れき,プユだらけ

107.8 川幅2m,れき,少し汚れた川

71 砂棟,ヒゲンガカワトビケラ

23 川幅20m,増水で濁っている,カ

グロウ

8 120 幅 10m平瀬,汚れている,シマトビケ

ラ多い,ひらた,ナミウズムシ

7.7 103 幅5m,大れき.少しよごれ,ヒラタ.

シマ トビケラ,-ビトンボ

7 54 川幅3m,れき

7.5 80 川幅15m,れき

7.1 137 護岸,ヨシ板,ミズムシ,ユスリカ

7.5 66 転石.カグロク,カワゲラ

7.4 92 平瀬,カワゲラ,カグロク,ヨコエ

ビ

7.6 99 転石,ヤゴ, トビケラ,カゲロウ,

ヒラタドロムシ

7.6 61 転石清流,-ビトンボ,カワゲラ,

トビケラ

7.5 127 平瀬,ガガンボ, トビケラ,ミミズ

7.5 60 上流平瀬,カワゲラ, トビケラ,カ

グロウ

7.67 160.2 平瀬,カグロク, ドロムシ

マルハラダニ科 FamilyOxidaeⅥets1926

マルハラダニ亜科 subfamilyOxinaeⅥets1926

マルハラダニ属 Genus OxusKrammer1877
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北海道と本州から記録がある,池沼に生息する｡ トゲナガマルハラダニ Oxuslongisetus,オ

オマルハラダニ Ch:usmagnzLSが知られるB

ケイリュウダニ科 FamilyTb汀enticolidaePiersig1902

カワラナガレダニ亜科 Subfam ilyTestudacarinaeCook1974

カワラナガレダニ属 GenusITestudacarzLSWalter1928

関東地方 と沖縄か ら記録 されている｡山岳地帯の渓流に生息する｡オカダカメダニ

Testudacarusokadai,ヨロイナガレダニ TestudacarzLSjaponiczLSが報告されている.

カワナガレダニ属の採集地点と生息環境
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日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm)

特記事項

沖縄

20040720 1200 沖縄県 国頭村 与那川 25.9 7.67 155.6 平瀬,カワゲ

ラ,ヒラタドロムシ,ミミズ

ケイリュウダニ亜科 subfam ilyTorrenticolinaePiersig1902

ケイリュウダニ属 GenusToTTenticolaPiersig1896

本州各地から記録がある｡河川や渓流に生息する｡セセラギダニ TToITenticola(TTorrenticola)

elllPtica,マルケイリュウダニ TTorrenticola(ToTTenticola)japonica,ケイリュウダニ Ton･enticola

(ToITenticola)breviroslrisbrevirostrisが報告されている｡
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ケイリュウダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

2(氾10622
20010623
20010623

20010623

20011019

20011019

20011020

北海道

1800 黒松内町先太川本流

955 長万部町二股川本流

1220 茶屋川本流茶屋橋

1340 八雲町セイヨウベツ川

東北

15.6 6.9

13.2 7.5

20.7 7.7

17.3 7.8

1410 木戸川,東西橋 (福島県川内町) 11.8 6.6

1610 夏井川.発電所橋下 (福島県いわき市)ll,3 7.1

1010 -迫川,温湯温泉上流 (宮城県一迫町) 8.7 7.2

106 平瀬､ヒゲナガカワトビケラ

30.0 二股温泉下流､河床赤い

106 河床岩盤

86 平瀬

20011020

20011021

20011022

2(対日022
20010708

20010714

20010723

20020606

1500 成瀬川 (秋田県増田町) 12.8 6.8

1143 猿ヶ石川 (岩手県遠野市) 10.0 7.3

1040 安家川 (岩手県野田村下安家) 9.5 7.3

1514 山形川 (岩手県葛巻町) 10.8 7.4

1430 大川 (岩木川上流) 16.0 7.3

1530 岩崎村笹内川河口付近 20.8 7.8

1100 暗門川 (岩木川上流) 18.5 7.1

1630 弘前市坂元とんぼ池流入河川 13.1 7.3

20020609 黒石市浅瀬石川

20020531 1345 山形県山形市宝沢.馬見崎川支流 16.6 7.1

20020531 1500 山形県天童市川原子本郷.乱川本流 21.5 7

関東

20020601 1235 茨城県北茨木市石岡.大北川本流 16.7 7.6

20020601 1535 茨城県大子町袋田｡久慈川本流 24 7.9

20020601 1705 茨城県里見村大菅.里川本流 19.9 8.3

20020601 1810 茨城県日立市本山｡宮田川 17 7

20020602 915 栃木県那須郡小川町.那珂川本流 21.1 7.3

20020602 1250 栃木県藤原町大面.男鹿川 17.2 7.3

20020603 1750 群馬県下仁田町跡倉,青倉川 19.9 7

中部

52 平瀬,レキ底

96 転石,ヨシ

62 清流. トビケラ.カワゲラ,カジ

カ

121 平瀬

69 平瀬,ヨシ

98 清流,カワゲラ,-ビトンボ,ア

メマス

80 急流,転石,ミズゴケ

99 橋直下

27.0 サケ筋化場

88 暗門駐車場横,平瀬

102.8 川幅2mの細流,撲

58.1 大きなれきが重なっている

120 平瀬,小さな石 ;川幅 10m

87.5 大きられきの間に砂,川幅8m

141.8 平瀬,川幅50m

89.2 平瀬.付着藻類多い,川幅 15m

31.2 大きなれき,川幅5m

160.3 若鮎大橋下.川幅 100m,平瀬

55.7 川幅 10m,平瀬,付着藻類少な

しヽ

25.1 川幅 5m,れき,きれいな川
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20020718 1400 岐阜県恵那市洞川紺屋橋 25.1 7

20020718 1500 愛知県東加茂郡足助町香嵐渓

20020719 1150 愛知県東加茂郡足助町大見川

2003061名 1030 三重県度会町宮川細流

20030618 1125 三重県大宮町阿曽大内川本流

20030618 1330 三重県熊野市大又,大又川本流

20040910 1550 三重県 花井町 北山川

23.1 7.5

19 7

19.8 7

18.4 7.4

16 7

20 7.59

北陸

20020831 1320 石川県輪島市熊野 河原田川本流 28.8 7.4

20020901 810 富山県上平町西赤尾 庄川支流 19 7

近畿

20030619 630 和歌山県那智勝浦町牧野々那智川支流 18.8 7

20030619 720 和歌山県那智勝浦町井関那智川本流 17.5 7

20030619 1230 和歌山県田辺市平見右会津川本流 17.6 7

20040911 1000 和歌山県 本宮町 四相川

20040121 1100 和歌山県 中辺路町 富田川

20030620 1130 奈良県下市町越部吉野川本流

20030620 1210 奈良県川上村西河北山川支流

20030620 1320 奈良県川上村柏木北山川本流

20030620 1610 奈良県上北山村大台ヶ原細流

20030621 945 奈良県室生村室生川

20040910 1500 奈良県 十津川村 新宮川

四国

20030824 1400 香川県琴南町 綾川

21.5 5.88

21.0 6.34

21.5 7.8

17.8 7

17.3 7.5

12.2 7.2

21.6 7.8

20.3 6,20

25.8 8.3

20030824 1630 香川県脇町 曽江谷川 (讃岐温泉) 21.1 7.3

20030825 1430 徳島県勝浦町 勝浦川 27.5 9.0

20030827 1400 徳島県神山町 鮎喰川 25.2 7.5

71 砂凍,ヒゲンガカワトビケラ

3i.3 広い平瀬,ヨシノポリ多い,鮎釣

34.5 川幅8m,大れき,増水している

107 川幅2m,砂れき,イモリ,ゲン

73

23

63

113

77

ジボタル

川幅50m,れき,鮎釣り,ミミ

ズもとる

川幅20m,増水で濁っている.

カグロウ

転石,ヨシ根,トビケラ,メダカ,

テナガェビ

幅15m平瀬,小れき,水少ない,

ヒラタカグロウ多い

五箇山 ;幅3m,れき,きれいな平

瀬,カワゲラ,ブユ多い

63 川幅3,れき,増水,

49 川幅30m,れき,増水

56 川幅 10m,平瀬,増水

149.2 平瀬,カワゲラ,ヒル

84.0 平瀬,カワゲラ,ヌマエビ,テナ

ガエビ

92 川幅 100m,岩盤とれき,ヒラタ

カグロウ

54 川幅3m,れき

80 川幅 15m,れき

56 冷たい細流,れきとリクー

57 川幅5m,れき,ヒゲナガ,カ

ワニナ

8&.6 平瀬,カグロク,カワゲラ

154 平瀬,ヨシ帯,ヤゴ

127 平瀬,河床の木の根

92 平瀬､トビケラ,カジカ

125 平瀬,ミズムシ
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20030828

20030829

20030829

20030829

20030830

20030830

1500 高知県土佐市 桜川 (土佐)

1230 高知県佐賀町 伊予木川 (小黒橋)

1330 高知県窪川町 仁井田川 (六反地)

1530 高知県大方町 境川 (大羽根橋)

1030 高知県中村市 後川 (牛打橋)

24.4 7.2

25.0 7.4

24.8 7.4

27.3 7.9

24.1 7.1

1200 高知県中村市 四万十川 (志和分大橋) 25.8 8.2

20030830 1400 高知県大方町 蛎瀬川 (下田ノロ) 25.1 7.4

20030&30 1530 高知県中村市 中筋川 (平田,樫木橋) 26.6 7.0

20030831 1430 愛媛県宇和町 三島川 (鼓貫村)

20030831 1630 愛媛県内子町 小田川 (大瀬)

九州

20040501 1400 長崎県 西彼町 鳥加川

20040502 1330 長崎県 松浦市 池成免 志佐川

沖縄

20040719 1100 沖縄県 東村 高江細流

20040720 1200 沖縄県 国頭村 与那川

20040720 1410 沖縄県 名護市 源河大川

24.7 7.4

26.1 8.8

15.2 7.13

17.4 7.89

25.5 7.9

25.9 7.67

27.1 7.67

180 平瀬, トビケラ,

86 カグロウ,ミズムシ

66 平瀬,カグロウ

81 平瀬,カグロウ

65 平瀬,カグロウ,ミズムシ.ヤ

ゴ, トビケラ

66 平瀬,カグロウ,ユスリカ

&4 平瀬,カグロウ,ミズムシ,プ

ラナリア

112 淵,ユスリカ,カグロウ,ヌマ

エビ

98 カワゲラ, トビケラ,モノアラ

ガイ,ミズムシ

126 平瀬,カグロウ,カワゲラ

60.8 平瀬,ミズムシ, ドンコ

75.4 石瀬,カグロウ,カワニナ

2.0 レキ沢,テナガェビ,ヌマエビ

155.6 平瀬,カワゲラ,ヒラタドロム

シ,ミミズ

160.2 平瀬,カグロウ, ドロムシ

イソダニ科 FamilyPontarachnidaeKoenike1910

イソダニ亜科 SubfamilyPontarachninaeKoemike1910

イソダニ属 GenusPontarachnaPhilippi1840

北海道と本州から記録がある.海洋沿岸 ｡汽水域に生息する｡ヒヌマイソダニ Pontarachna

hinumaensis,キタイソダニ Pontarachnapacljicapacljicaが知られる,

ワグッミダニ属 GenusLitarachnaWaiterl925

北海道と本州から記錬 されている o 海洋の沿岸域に生息する｡ワダツミダニ Litarachna

(LL-(arachna)dt'vergensが報告されている.

ヌマダニ科 FamilyLimnesiidaeThor1900

ヌマダニ亜科 SubfamilyLimnesiinaeThor1836
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ヌマダニ属 GenusLimnesiaKoch1836

北海道から本州 こかけて記録がある｡池沼に生息する.ヌマダニ LL-mnesL-a(Limnesia)undulata

undulata,ケニケヌマダニ LL'mnest'a(Lt'mnesia)koenikeikoenikeiが報告されている｡

ヌマダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

東北

20010828 1100 十和田湖町蔦 ｡蔦沼 17 6.6 130 南岸

四国

20030830 1530 高知県中村市 中筋川 26.6 7 112 淵,ユスリカ,カグロウ,ヌマエビ

九州

20040430 1150 長崎県 本野町 本明川 17.2 7.99 79 転石,ヨシ根,ミズムシ
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カワムラダニ亜科 sufamilyKawamuracarinaeViets1943

カワムラダニ属 GenusKawamuT･aCaruSUchida1937

近畿地方と九州から記録されている｡地下水 ･水道水 ･間隙水中に兄いだされる｡カワムラダ

ニ KawamuracanLSelongatusが報告されているd

オヨギダニ科 Family HygrobatidaeKoch1842

オヨギダニ亜科 subfamily HygrobatinaeKoch1842

オヨギダニ属 GenusHygrobatesKoch1837

全国各地から記録されている.流れの緩やかな河川や池沼に生息する.ニッポンオヨギダニ

Hygrobates(Hygrobates)japonicus,カワオヨギダニ Hyg,vbates(Hyg,vbates)calligercalliger･オ
ヨギダニ Hygrobates(Hygrobates)longipalpis,ケイリュウオヨギダニ (改称) Hygrobates

(Hygrobates)longiporus,シナオヨギダニ Hygrobates(Hygnbates)sinensis･イズミオヨギダニ

Hygrobates(Rivobates)diversiporusが報告されている･

-281



オ ヨギ ダ ニ属 の採 集 地 点 と生 息環 境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

20010622 1800

20010623 930
20010623 955

20010623 1200

20010623 1340
20010623 1540

20010623 1640

20011020 1255

20011020 1500

20011021 1143

20011022 1040

20010630 1330

20010714 1145

20010714 1320

20010714 1730

20010729 1000

20010828 1100

20010828 1130

20010828 1200

20011011 1130

20020609

20020103 1452

20020531 1825

北海道

黒松内町朱大川本流

長万部町二股川支流

長万部町二股川本流

茶屋川茶屋橋右岸支流

八雲町セイヨウベツ川

八雲町下の湯湧水の池

厚沢部町濁川横池

東北

15.6 6.9

12.2 7.3

13.2 7.5

15.8 7.6

17.3 7.8

8.7 6.6

14.1 7.3

貝沼北沼 (秋田県皆瀬町) 15.8 6.8

成瀬川 (秋田県増田町) 12.8 6.8

猿ヶ石川 (岩手県遠野市) 10.0 7.3

安家川 (岩手県野田村下安家) 9.5 7.3

十二湖 ｡沸壷の池

十二湖 ･落口の池

十二湖 ･青池

十二湖 ･中の池

岩手県滝沢村

十和田湖町蔦 ･蔦沼

十和田湖町蔦 ｡境地

十和田湖町蔦 ･月沼

弘前市豊田小学校腰巻川

青森県黒石市浅瀬石川温川温泉

106.0 平瀬､ヒゲナガカワトビケラ

181.0 おとめ橋

30.0 二股温泉下流､河床赤い

77.0 小さい沢

86.0 平瀬

157.0 オオェゾヨコエビ､クレソン

86.0 オクマ､サンショウウオ

49.2 泥底,スイレン,バイカモ

121.0 平瀬

68.5 平瀬,ヨシ

97.5 清流,カワゲラ,-ビトンボ,

アメマス

10.1 7.1 21.0 南岸

18.1 7.6 134.0 流入河川近く

9.8 7.1 163.0 流出河川近く

20.2 7.7 193.0 流入河川近く

12.5 6.9 94.0 国立岩手青年の家の中の小川

17.0 6.6 130.0 南岸

13.3 6.8 108.0 流出河川近く

12.3 6.6 110.0 西岸

18.1 7.4 240.0 学校ビオ トープ造成中の横の川

仙台市泉区実沢 七北田川 2.6 5.6 平瀬

山形県尾花沢市正.丹生川本流 18.8 7.5

関東

20020601 1235 茨城県北茨城市石岡｡大北川本流 16.7 7.6

20020602 1120 栃木県塩原町夕の原.帯川本流 17.5 7.4

20020801 1300 山梨県三富相川浦 笛吹川本流 22.0 7

中部

20020603 1750 群馬県下仁田町跡倉,青倉川 19.9 7

101.5 平瀬,付着藻類多い,川幅20m

87.5 大きられきの間に砂,川幅8m

23.4 川幅50m,岩盤にれきが乗っている

117 幅20m平瀬,大中れき

251 川幅5m,れき,きれいな川
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20020718 1400 岐阜県恵那市洞川紺屋橋 25.1 7

20020718 1500 愛知県東加茂郡足助町香嵐渓 23.1 7.5

北陸

20020831 1320 石川県輪島市熊野 河原田川本涜 28.8

20020831 1510 石川県柳田町石井 町野川本流 30.9

20020901 1350 富山県大沢野町長川原 神通川 28,4

近畿

20030619 720 和歌山県那智勝浦町井関那智川本流 17.5

20030619 1230 和歌山県田辺市平見右会津川本流 17.6

20030620 1130 奈良県下市町越部吉野川本流 21.5

20030620 1610 奈良県上北山村大台ヶ原細流 12.2

四国

20030825 1030 徳島県福井町 福井川 25.4

20030829 1230 高知県佐賀町 伊予木川 (小黒橋) 25.0

20030830 1200 高知県中村市 四万十川 (志和分) 25.8

20030831 1300 愛媛県宇和町 肱川 (松葉橋) 27.4

中国

20040118 1700 広島県府中市 諸毛町 阿字川 6.5

20040123 1000 広島県吉田町外堀 江ノ川 3.0

20040123 1130 広島県千代田町 志路原川 0.9

20040123 1430 広島県加計町 太田川 (殿賀大橋) 4.2

20040119 1100 岡山県井原市 伊原町 ′｣､田川 6.9

20040119 1400 岡山県成羽町 成羽川 (神楽橋) 8.5

20040119 1700 岡山県旭町 通谷川 (神岡建設付近)5.0

20040120 1530 岡山県大原町 吉野川 (大原) 7.8

20040121 1600 鳥取県日野町 日野川 (黒坂) 3.6

20040124 1500 山口県秋芳町 稲川 (秋芳洞流出 11.1

7.4

9.1

7.2

71 秒凍,ヒゲンガカワトビケラ

38.3 広い平瀬.ヨシノポリ多い,鮎釣

113 幅15m平瀬,小れき,水少ない,ヒラ

タカグロウ多い

120 幅 10m平瀬,汚れている,シマ トビケラ

多い,ナミクズムシ

115 川幅50m,丸いれきの広い沢,水少な

い,ヒゲナガシマ トビケラ多い

49 川幅30m,れき,増水

56 川幅10m,平瀬,増水

92 川幅 100m,岩盤とれき,ヒラタカ

グロウ

56 冷たい細流,れきとリクー

7.7 66.1 平瀬,ヤゴ, トビケラ,ヨコエビ

7.4 85.6 カグロウ,ミズムシ

8.2 65.8 平瀬,カグロウ,ユスリカ

7.1 136.5 護岸,ヨシ根,ミズムシ,ユスリカ

6.7 117.3 転石, トビケラ,カゲロ9,ヒラタ

ドロムシ,ヒル

7.4 137.4 平瀬,ヤゴ, トビケラ,ミミズ,カ

ワニナ

7.6 93.0 平瀬,カワゲラ, トビケラ,ミミズ

7.5 127.4 平瀬,ガガンボ. トビケラ.ミミズ

7.2 165,0 転石, トビケラ,カジカ

8.3 125.2 平瀬,ミズムシ, トビケラ,オイカ

ワ

7.5 137.4 平瀬,カワゲラ, トビケラ

7.8 145.6 転石,カグロウ,ヤゴ,ミミズ,カ

ジカ

7.5 89.7 転石,ヤゴ, トビケラ,イ トミミズ

8.2 202.0 関の淵,サカマキガイ,モノアラガ

イ,ヌマエビ
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20040125 1030 山口県由宇町 由宇川 (由宇温泉) 2.1

九州

20040429 1300 佐賀県 太良町 多良川 16.4

20040501 1400 長崎県 西彼町 鳥加川 15.2

20040504 1300 大分県 日田市 大山町 大山川 15.9

沖縄

20040720 1410 沖縄県 名護市 源河大川 27.1

&.5 139.& 護岸平瀬,カグロク,プユ,ミミズ

7.37 56.9 石瀬,プラナリア,カグロク,ヤゴ

7.13 60.8 平瀬,ミズムシ, ドンコ

7.6& 99.3 石瀬,ヨシ根,カゲロウ

7.67 160.2 平瀬,カゲロク, ドロムシ

マガリアシダニ属 GenusAtractidesKoch1837

全国各地から記録 されている｡河川に生息する.マガ リアシダニ Atractz'des(Atractides)

nodtPalpt'snodLiwlpL.S,ヒゲボソオヨギダニAtractides(Atractides)spatiosusspafiosus,ヒョウゴダ

ニAtractides(Atractides)hyogoensisが報告されている.
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マ ガ リア シ ダ ニ属 の採 集 地 点 と生 息 環 境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010622 1800 黒松内町朱大川本流

20010623 1220 茶屋川本流茶屋橋

東北

15.6 6.9 106 平瀬､ヒゲナガカワトビケラ

20.7 7.7 106 河床岩盤

20011019 1410 木戸川,東西橋 (福島県川内村)ll.8

20011019 1610
20011020 1500
20011021 1143

20011021 1302

20011022 1040

20011022 1213

20011022 1514

20010714 1530

20010715 1740

20020606 1630

20010723 1100

20010923 1110

20020103 1452

20020103 1553

20020104 1230

20020104 1330

20020104 1430

夏井川 (福島県いわき市)

成瀬川 (秋田県増田町)

猿ヶ石川 (岩手県遠野市)

かっぱ淵 (岩手県遠野市)

安家川 (岩手県野田村下安家)

夏井川 (岩手県久慈市)

山形川 (岩手県葛巻町)

青森県岩崎村笹内川河口付近

弘前市坂元 トンボ池流入河川

弘前市坂元とんぼ池流入河川

青森県 暗門川 (岩木川上流)

秋田県大館市小雪沢長木川

仙台市泉区実沢 七北田川

仙台市青葉区熊ヶ根 広瀬川

仙台市太白区長袋 名取川

仙台市川崎町 碁石川

蔵王町 松川上流

ll.3

12.8

10.0

日.0

9.5

12.1

10.8

20.8

15.0

13.1

18.5

ll.4

2.6

0.7

2.6

1.3

1.9

20020531 1345 山形県山形市宝沢.馬見崎川支流 16.6

20020531 1500 山形県天童市川原子本郷 乱川 21.5

6.6 52 平瀬,レキ底

7.1 96 転石,ヨシ

6.8 121 平瀬

7.3 69 平瀬,ヨシ

7.2 58 農業用水路,バイカモ,ニジマス

7.3 98 清流,カワゲラ,-ビトンボ,アメマス

7.4 103 中流域の平瀬,ヨシ

7.4 80 急流,転石,ミズゴケ

7.8 270 サケ貯化場

7.3 98 流入河川近く

7.3 102.8 川幅2mの細流,操

7.1 暗門駐車場横,平瀬

7.5 78 米代川支流

5.6 平瀬

6.7 平瀬

6.0 平瀬

5.7 平瀬

3.7 沢,河床赤さび色の沈殿

7.1 58.1 大きなれきが重なっている

7.0 120 平瀬,小さな石 ;川幅10m

関東

20020601 1705 茨城県里見村大菅.里川本流 19.9 8,3 92 平瀬,付着藻類多い,川幅15m

20020602 915 栃木県那須郡小川町.那珂川本流 21.1 7.3 160.3 若鮎大橋下｡川幅 100m,平瀬

20020602 1450 栃木県今市市瀬川,大谷川本流 15.4 7.4 112.8 川幅50m,瀬,堰堤下

中部

2002071$ 1500 愛知県東加茂郡足助町香嵐渓 23.1 7.5 3S,3 広い平瀬,ヨシノポリ多い,鮎釣

20020719 1150 愛知県東加茂郡足助町大見川 19 7 34.5 川幅8m,大れき,増水している
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20020730 1600 長野県下諏訪町砥川河口

20020901 933 岐阜県白川村山王 庄川支流 15.5

20020901 1045 岐阜県河合村有家 小鳥川本流 18.6

北陸

20020831 1320 石川県輪島市熊野 河原田川本流 28.8

20020831 1510 石川県柳田町石井 町野川本流 30.9

20020901 810 富山県上平町西赤尾 庄川支流 19

20020901 1350 富山県大沢野町長川原 神通川 28.4

近点

20030618 1030 三重県度会町宮川細流 19.8

20030618 1125 三重県大宮町阿曽大内川本流 18.4

20030618 1330 三重県熊野市大又,大又川本流 16

20040910 1550 三重県 花井町 北山川 20

20030619 630 和歌山県那智勝浦町牧野々那智川 18.8

20030619 1230 和歌山県田辺市平見右会津川本流 17.6

20040911 1000 和歌山県 本宮町 四相川 21.5

20040121 1100 和歌山県 中辺路町 富田川 21

20030620 1130 奈良県下市町越部吉野川本流 21.5

20030620 1320 奈良県川上村相木北山川本流 17.3

20030621 945 奈良県室生村室生川 21.6

四国

7.6

7.4

9.1

7.4

7.59

幅8m,平瀬で流れ速い.小石

79 白川郷の上流,幅3mのきれいで冷たい

沢,大れき,ヒラタ,マグラカグロク,

プユ

173 川幅30mの平瀬,きれいで気持ちのい

い川,ヒゲナガ,マグラヒラタ多い

113 幅 15m平瀬,小れき,水少ない,ヒラ

タカグロウ多い

120 幅 10m平瀬,汚れている.シマ トビケラ

多い,ヒラタ,ナミウズムシ

77 五箇山 ;幅 3m,れき,きれいな平瀬,

カワゲラ,プユ多い

115 川幅50m,丸いれきの広い沢,水少な

い,ヒゲナガ,シマ トビケラ多い

107 川幅2m,砂れき,イモリ,ゲンジボタ

ノレ

73 川幅50m,れき,鮎釣り,ミミズもと

る

23 川幅20m,増水で濁っている,カグロ

ウ

63 転石,ヨシ根, トビケラ,メダカ,テナ

ガェビ

7 63 川幅3,れき,増水,

7 56 川幅 10m,平瀬,増水

5.8 149.2 平瀬,カワゲラ,ヒル

6.34 84 平瀬,カワゲラ,ヌマエビ,テナガェビ

7.8 92 川幅 100m,岩盤とれき,･ヒラタカグロ

ウ

80 川幅 15m,れき

57 川幅5m,れき,ヒゲナガ,カワニナ

20030824 1400 香川県琴南町 綾川 25.8 8.3

20030825 1030 徳島県福井町 福井川 25.4 7.7

20030825 1430 徳島県勝浦町 勝浦川 27.5 9.0

154 平瀬,ヨシ帯,ヤゴ

66 平瀬,ヤゴ, トビケラ,ヨコチ ビ

92 平瀬､ トビケラ,カジカ
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20030826 1300 徳島県鳴門市 折野川 24.4 6.9

20030827 1400 徳島県神山町 鮎喰)ll 25.2 7.5

20030828 1500 高知県土佐市 桜川 (土佐) 24.4 7.2

20030829 1230 高知県佐賀町 伊予木川 (小黒) 25.0

20030829 1330 高知県窪川 仁井田川 (六反地) 24.8

20030829 1530 高知県大方町 播川 (大羽根橋 27.3

20030830 1030 高知県中村市 後川 (牛打橋) 24.1

20030830 1200 高知県中村市 四万十川 (志和分)25.8

20030$30 1400 高知県大方町 蛎瀬川 (下田ノロ)25.1

20030831 1430 愛媛県宇和町 三島川 (庶貫村) 24.7

中国

20040121 930 鳥取県用瀬町 千代川 (薪川中橋 4.8

20040121 1100 鳥取県三朝町穴鴨 加谷川 5.0

20040123 1000 広島県吉田町外堀 江ノ川 (大江)3.0

20040123 1600 広島県湯来町田布 水内川 (中田)2.9

20040124 1500 山口県秋芳町 稲川 (秋芳洞) 11.1

20040124 1630 山口県美祢市 厚挟川 4.6

20040125 1130 山口県岩国市 北河内 錦川 5.4

九州

20040428 1600 熊本県 三加和町 下町川 193

20040429 1300 佐賀県 太良町 多良川 16.4

20040503 1400 佐賀県 伊万里市 大川 松浦川 18.3

20040430 1600 長崎県 千々石町 上峰川 16.6

20040502 1330 長崎県 松浦市 池成免 志佐 17.4

沖縄

20040719 1100 沖縄県 東村 高江細流

20040720 1200 沖縄県 国頭付 与那川

20040720 1410 沖縄県 名護市 源河大川 27.1

132 平瀬,カワニナ

125 平瀬.ミズムシ

180 平瀬. トビケラ,

60 カグロウ,ミズムシ

66 平瀬,カグロウ

81 平瀬,カグロウ

7.1 65 平瀬,カグロウ.ミズムシ,ヤゴ. トビ

ケラ

8.2 66 平瀬.カグロウ,ユスリカ

7.4 40 平瀬,カグロウ,ミズムシ,プラナリア

7.4 98 カワゲラ, トビケラ,モノアラガイ,ミ

ズムシ

7.4 95 下流転石, トビケラ,カワゲラ,カジカ

7.5 66 転石,カグロウ,カワゲラ

7.4 137 平瀬,ヤゴ, トビケラ,ミミズ,カワニ

ナ

7.5 60 上流平瀬,カワゲラ, トビケラ,カグロ

ウ

8.2 200 関の淵,サカマキガイ,モノアラガイ,

ヌマエビ

8.6 202 平瀬,カワゲラ, トビケラ,ミミズ

8.3 93 平瀬,カワゲラ, トビケラ,アミカ,ヨ

シノポリ

6.67 145.1 石瀬,ヒラタドロムシ,ヒル

7.37 56.9 石瀬,プラナリア,カグロウ,ヤゴ

7.44 128.6 平瀬,カグロウ,ヒラタドロムシ

7.63 98.6 石瀬,ミズムシ,カグロウ,イ トトンボ

7.89 75.4 石瀬,カグロウ,カワニナ

7.9 2.0 レキ沢,テナガエビ,ヌマエビ

7.67 155.6 平瀬,カワゲラ,ヒラタドロムシ,ミ

ミズ

7.67 160.2 平瀬,カグロウ, ドロムシ .
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カイダニ科 FamilyUnionicolidaeOudemans1909

カイダニ亜科 subfamilyUninonicolinaeOudemanS1909

カイダニ属 GenusUnionL'colaHaldeman 1842

全国各地から記録されている.池沼や湖に生息する｡アシナガミズダニ Unionicola(Unionicola)

crassLbescrassIPes,コカイダニ UnionL'cola(Unionicola)crasslbesminor,タニシダニ Unionicola

(polyatu)japonensis,イ シガイ ダニ UnL'onicola(Pentatax)imamurai, ウチ ダカイ ダニ

Unionicola(Parau-tatax)uchidaiが報告されている｡

カイダニ属の採集地点と生息環境
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日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

東北

20011020 1255 貝沼北沼 (秋田県皆瀬町小安温泉)15.8 6.8 49 泥底,スイレン,バイカモ

近幾

20010808 琵琶湖内湖 いぼない湖

ニセカイダニ亜科 SubfamilyPionatacinaeViets1916

ニセカイダニ属 GenusNeumaniaLebert1879

北海道 ･本州･四国から記録されている｡池沼に分布する｡ニセカイダニ Neumania(Neumania)

deltoides, トゲハダニセカイダニ Neumania(Neumania)ambigua, ウチダニセカイダニ

Neumania(Neumania)uchidaiが知られている｡
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ニセ カイ ダニ属 の採 集 地 点 と生 息環 境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010623 1540 八雲町下の湯湧水の池 8.7 6.6

東北

20011020 1255 貝沼北沼 (秋田県皆瀬町)

20010630 1330 青森県 十二湖 ･沸壷の池

20010707 1200 青森県 南八甲田黄瀬葛池清

20010714 1320 青森県 十二湖 ｡青池

20010813 1700 青森県 十二湖 ･八光の池

20010828 1200 青森県 十和田湖町蔦 ･月沼

四国

15.8 6.8

10.1 7.1

18.1 5.1

9.8 7.1

16.5 7.2

12.3 6.6

20030825 1030 徳島県福井町 福井川 25.4 7.7

20030829 1230 高知県佐賀町 伊予木川 (小黒橋)25.0 7.4

20030830 1200 高知県中村市 四万十川 (志和分)25.8 8,2

20030831 1300 愛媛県宇和町 肱川 (松葉橋) 27.4 7.1

157 オオエゾヨコエビ､クレソン

49 泥底,スイレン,バイカモ

21 南岸

9 ネムロコウホネの池波,-り

163 流出河川近く

120 流出河川近く

110 西岸

66.1 平瀬,ヤゴ,トビケラ,ヨコエビ

85.6 カグロウ,ミズムシ

65.8 平瀬,カグロウ,ユスリカ

136.5 護岸,ヨシ根,ミズムシ,ユスリカ

ホ ウセ キ ダニ科

ホ ウセ キ ダニ亜科

FamilyFeltriidaeⅥets1926

SubfamilyFeltriinaeViets1926

ホ ウセ キ ダニ属 GenusFeltriaKoenike1892

北海 道 ･本 州 ･四 国 か ら記 録 が あ る.渓 流 や 地 下水 中 に生 息 す る. ツ ノホ ウセ キ ダニ Feltria

(Feltria)cornutajaponioca,ル ビー ダニ Feltria(Feltriella)rubra,ム ラサ キホ ウセ キ ダニ Feltria

(Feltriella)macroplatamacroplata, ミウラホ ウセ キ ダニ Feltria(Azugofeltria)miuraiが報 告 され

ている｡
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♂

ホウセキダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項
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ツチダニ科 FamilyPionidaeThor1900

ツチダニ亜科 subfamilyPioninaeThor1900

ツチダニ属 GenusPionaKoch1842

北海道から九州にかけて記録がある｡湖や池沼に生息する｡イケッチダニ Piona(Piona)

coccineacoccinea,ツチダニ Piona(Piona)rotrundarotunda,ベッコクツチダニ Piona(Piona)

carneaが知られている｡

ツチダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010622 1145 神仙沼湿原地境 No.1 14.6 5.1 21 水は鉄色
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東北

20010707 1100 南八甲田黄瀬沼分岐池清 16.5 6.5 6 -り

ヒメツチダニ亜科 subfamilyTiphysinaeOudemans1941

ヒメツチダニ属 GenusPionacercusPiersig1894

本州から記録がある｡池沼に生息する｡ヒメツチダニ Pionacercus(Pinacercus)japonicusが報

告されている.

モモブ トダニ属 GenusTiphysKoch1836

本･)1日二北海道から記録がある ｡ 池沼に生息する｡ダイセツモモブ トダニ TL'phys(Tiphys)

daisetsuensis,ナミモモブ トダニ TIPhys(TL'phys)scaurusが知られている.

ニセツチダニ属 GenusPionopsis Piersig1894

北海道から記録されている｡泥深い池沼に生息する. ニセツチダニ Pionopsis(Pionopsis)

lutescensjaponensisが報告されている｡

コバンダニ科 FamilyAxonopsidaeViets1929

マエアシダニ亜科 subfamilyFrontipodopsinaeⅥets1931

マエアシダニ属 GenusFrontlPodopsisWalter1919

本州と九州から記録されている.砂間隙水中に生息する,アマミマエアシダニ FronlLj70dopsis

reticulatlPonsokinawaensLIsが知られている.

ヒラタダニ亜科 subfam ilyAxonopsinaeViets1929

ナガコバンダニ属 GenusAlb∬onaSzalay1944

近畿地方から記録がある.砂間隙水中に生息する.ナガコバンダニ Albaxona(Albaxona)

japonicaが知られる.

ウエノダニ属 GenusUenaxonopsislmamura1961

九州から記録がある｡地下水中に生息する.ウエノダニ Uenaxonopsisnazensisが報告されて

いる.

ヒラタダニ属 GenusAxonopsisPiersig1893

本州各地から記録がある｡池沼や間隙水中に生息する｡ トウキョウコバンダニ Axonopsis
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(Hexaxonopsis)tokyoensis, チカコバンダニ AxonopsL'S(Stokaxonopsis)subterranea, コバンダニ

Axonopsis(BracJ岬Odopst'S)heteropaFpis,ミウラコバンダニ Axonopst'S(mct'naxonopsis)miuraiが

報告されている｡

ヒラタダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

東北

20010828 1130 十和田湖町蔦 ｡鏡池 13.3 6.8 108 流出河川近く

近畿

20030619 1230 和歌山県田辺市平見右会津川 17.6 7 56 川幅 10m,平瀬,増水

-41-



トガリミズダニ属 GenusErebaxonopsisMotas&Tanasachi1947

四国から記録がある.地下水中に生息する･ トガリミズダニ Erebaxonopsismorimofoiが知ら

れる｡

カワリアシダニ属 GenusBracわpodaLebert1879

本州から記録がある｡小川や渓流の石面に生息する･カワリアシダニ Brackwoda(Brachypoda)

versicolorが知られている｡

カワリアシダニ属の採集地点と生息環境
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日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

関東

20020602 1250 栃木県藤原町大面.男鹿川 17.2 7.3 55.7 川幅10m,平瀬,付着藻類少ない

中部

20020716 1540 長野県高井郡志賀高原木戸池 13.6 7 69.4 植生なし,泥炭質

20030618 1030 三重県度会町宮川細流 19.8 7 107 川幅2m,砂れき,イモリ,ゲンジボタル

20030618 1330 三重県熊野市大又,大又川 16 7 23 川幅20m,増水で濁っている,カグロウ

カクコバンダニ属 GenusLjaniaThor1898

近畿地方から記録がある｡地下水中に生息する｡カクコバンダニ Ljaniajaponicaが知られる｡

ヒゲチガイダニ属 GenusLethaxonaViets1932

近畿地方から記録がある｡地下水中に生息する｡ ヒゲチガイダニ Lethaxona(Lethaxona)

heteropalpis,ミカワヒゲチガイダニ Lethaxona(Lethaxona)mikawaensisが報告されている｡

ヒラタダニ科 FamilyAturidaeThor1900

アルビダニ亜科 subfamilyAlbiinaeViets1915

アルビダニ属 GenusAlbiaThon1899

中部地方から記録がある｡清流に生息する.イスズアルビダニ Albia(Spinalbia)makinoiが知

られている.

ヒラタダニ亜科 subfamilyAturinaeThor1900

ヒラタダニ属 GenusAturusKramer1875

北海道から九州にかけて記録がある.湧泉･渓流･河川に生息する｡ヒラタダニ AtmJS(Aturus)

miyashitai,ミヤザキヒラタダニ Aturus(Aturus)miyazakii,ヒヌマヒラタダニ Aturus(Aturus)

hinumaensis,オキナヒラタダニ Aturus(Aturus)orientalis,ヨットゲヒラタダニ Aturus(Aturus)

caudatus,ニ ッコウヒラタダニ Aturus(Subaturus)nikkoensis,スジ ヒラタダニ Aturus

(Subaturus)semilineatusが報告されている｡
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ヒラタダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/m) 特記事項

東北

20011021 1302 かっぱ淵 (岩手県遠野市) 11.0 7.2 58 農業用水路,バイカモ,ニジマス

20011022 1213 夏井川 (岩手県久慈市) 12.1 7.4 103 中流域の平瀬,ヨシ

20020103 1553 仙台市青葉区熊ヶ根 広瀬川 野川橋下0,7 6.7 平瀬

関東
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20020601 1235 茨城県北茨木市石岡.大北川本涜 16.7 7.6

20020601 1705 茨城県里見村大菅.里川本流 19.9 8.3

20020602 915 栃木県那須郡小川町.那珂川本流 21.1 7.3

20020602 1250 栃木県藤原町大面.男鹿川 17.2 7.3

中部

20020730 1600 長野県下諏訪町砥)"河口

20020731 930 長野県茅野市上川本流

四国

20030830 1200 高知県中村市 四万十川 (志和分) 25.8 8.2

87.5 大きられきの間に砂,川幅8m

89.2 平瀬,付着藻類多い,川幅15m

160.3 若鮎大橋下.川幅 100m,平瀬

55.7 川幅10m,平瀬,付着藻類少な

しヽ

幅8m,平瀬で流れ速い.′｣､石

幅20m,平瀬,糸状緑藻あり,

ヒゲナガカワトビケラ

66 平瀬,カグロウ,ユスリカ

ヒゲブトダニ属 GenusKongsbergiaThor1899

北海道と本州から記録がある.湧泉･渓流･小川に生息する｡エナミヒゲブトダニ Kongsbergia

(Kongsbergia)enamii,ミシマヒゲブ トダニ KongsbeTgia(Kongsbergia)mishimaensis,ツチカワ

ヒゲブトダニ Kongsbergia(Kongsbergia)tsuchikawaiが報告されている｡

モモダニ科 FamilyMomoniidaeⅥets1926

チカモモダニ亜科 subfamilyStygomomoniiaeMotas&Tanasachi1946

チカモモダニ属 GenusSり,gomomoniaSzalay1943

関東地方と北陸地方から記録されている.地下水中に生息する.チカモモダニ So,gomomonia

(So,gomomonia)hachiojiensisが知られている.

タマミズダニ科 FamilyMideopsidaeKoenike1910

タマミズダニ亜科 subfamilyMideopsinaeKoenike1910

タマミズダニ属 GenusMideopsisNeuman1880

関東地方から九州にかけて記録がある｡地下水中に生息する. ミトタマミズダニ Mideopsis

(Nudomideopsis)mt'toensis,ツシマタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)tsusht'maensis,ウロ

コタマ ミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)papillosa, ミウラタマ ミズダニ Mideopsis

(Nudomideopsis)miurai,モリモ トタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)morimotoi,オカヤ

マタマ ミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)okayamaensis,マル タマ ミズダニ Mideopsis

(Nudomideopsis)rundLformis,タケフタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)takefuensis,ウエ

ノタマ ミズ ダニ Mideopsis(Nudomideopsis)uenoi, ヨコ タマ ミズ ダ ニ .Mt'deopsis

(Nudomideopsis)yokotaiが報告されている.
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タマミズダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010622 1800 黒松内町先太川本流 15.6 6.9 106 平瀬､ヒゲナガカワトビケラ
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20020801 1300 山梨県三富相川浦 笛吹川本流 22 7

中部

20030618 1030 三重県度会町宮川細流 19.8 7

近畿

20030619 630 和歌山県那智勝浦町牧野々那智川 18.8 7

20030619 720 和歌山県那智勝浦町井関那智川 17.5 7

20030619 1230 和歌山県田辺市平見右会津川 17.6 7

四国

20030830 1700 愛媛県津島町 芳原川 (金剛橋) 26.9 7.6

117 幅20m平瀬,大中れき

107 川幅2m,砂れき,イモリ,ゲンジボ

タノレ

63 川幅3,れき,増水,

49 川幅30m,れき,増水

56 川幅10m,平瀬,増水

96 淵,ミズムシ,モノアラガイ,ヌマエ

ウチダミズダニ亜科 subfamilyUchidastygacarinaelmamura1956

ウチダミズダニ属 Genus UchL'dasりigacaruslmamura1956

関東地方か ら九州 にかけて記録 されてい る.地下水 中に生息す る｡

Uchidaso官aCaruS(UchL.dasolgacarus)palmlfer, ア キ ヨシチ カ ミズ ダ ニ

(Uchidaso官aCaruS)akiyoshiensisが報告されている.

ウチダ ミズダニ

UchidasoJgacarus

モリモ トミズダニ亜科 subfamilyMorimotacarinaelmamura1962

モリモ トミズダニ属 GenusMorimotacarus lmamura1962

近畿地方から記録 されている.地下水中に生息す る｡モ リモ トミズダニ Morimotacarus

wadq,amensisが知られている.

カントクダニ科 FamilyKantacaridaelmamura1959

カン トクダニ亜科 SubfamilyKantacarinaelmamura1959

カントクダニ属 GenusKantacaruslmamura1959

関東地方から記録がある｡地下水中に生息する｡カン トクダニ Kantacarusmatsumotoiが知ら

れる.

ニッポンダニ科 FamilyNipponacaridaelmamura1959

ニッポンダニ亜科 subfamilyNipponacarinaeImamura1959
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ニッポンダニ属 GenusNipponacaruslmamura1957

近畿地方か ら記録 されている｡地下水中に生息す る｡ ミウラチカダニ Nljponacarus

(Nljponacarus)miuraL',マツモ トチカダニ NiFPOnaCaruS(Nipponacarus)matsumotoi,ニッポン

チカダニ Nljponacarus(HexanLiponacarus)japonicILgが報告されている｡

シャブイダニ科 FamilyChappuisididaeMotas&Tanasachi1946

ツシマダニ亜科 subfamilyTsushimacarinaeCook1974

ツシマダニ属 GenusTsushimacaruslmamura1970

九州から記録がある｡地下水中に生息する.ツシマダニ Tswhimacarusuenoiが知られる.

ミヤマミズダニ科 FamilyHungarohydracaridaeMotas&Tanasachi1959

ミヤマミズダニ亜科 subfamilyHungarohydracarinaeMotas&Tanasachi1959

ニセヨロイダニ属 GenusBharatohydracarusCook1967

関東 地方 か ら九州 にか けて記録 が あ る｡地 下水 中に生 息す る｡ニセ ヨロイ ダニ

Bharatohydracarusjaponicusが知られる｡

ヨロイミズダニ科 FamilyA汀enuridaeThor1900

ヨロイミズダニ亜科 subfamilyArrenurinaeThor1900

ヨロイミズダニ属 GenusArrenurusDuges1834

北海道から九州にかけて記録されている.池沼や湖に生息する｡イケヨロイミズダニ Arrenurus

(Arrenurus)agrionicolus,ニッポンヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)japonicus,ハダヨロイ

ミズダニ Arrenurus(Arrenurus)hadai,ミトヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)mitoensis,

オオヨロイミズダニ Arrenurus(Megaluracarus)globatorglobator,スウチョウヨロイミズダニ

Arrenurus(Micruracarus)soochowensis,ヒメヨロイミズダニ Arrenurus(Micruracar比ぎ)madaraszL'

が報告されている｡

-48-



♂

ヨロイミズダニ属の採集地点と生息環境

日付 時間 調査地点 水温 pH EC(mS/cm) 特記事項

北海道

20010622 1100 ニセコ神仙沼

20010622 1145 神仙沼湿原地塘 No.1

20010622 1150 神仙沼湿原地塘 No.2

20010628 1400 南浜メニュショロ沼 (利尻)

東北

20010707 1200 南八甲田黄瀬電池清

14.3 6.2 20 ミツガシワ

14.6 5.1 21 水は鉄色

14.1 4.9 17 ミツガシワ,ヤゴ

21.9 5.4 ミツガシワ

18.1 5.1 9 ネムロコウホネの池漬.-り
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20010828 1200 十和田湖町蔦 ･月沼 12.3 6.6 11 西岸

参考文献
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今村泰二 (1973)ミズダニ類｡｢川村 日本淡水生物学 (上野益三編)｣pp.368-395,北隆館,東
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産科学振興財団研究報告書,8:317-331.
Viets,K.0.1987.DieMilbendesStisswassers(HydraclmellaeundHalacaridaelpart.],Acari)
2.Katalog.SonderbandeNaturwiss.Ver.Hamburg,8:I-1012.

2)日本産ミズダニ類のリストと分布の概要

一般に,水生ダニ類とはミズダニ類とウシオダニ類をさすが,その他にササラダニ類やコナ

ダ ニ類などの中で水中に生息する一部の分類群も水生ダニ類に含まれる｡淡水産のミズダニ類

とウシオダニ類に関しては全分類群を網羅したカタログが 1982年に ドイツの研究者により出

版された (viets,1987)｡それによるとミズダニ類に関しては 9上科 52科 5000種以上が記載さ

れており,現在でもカナダの研究者を中心に記載分類が精力的に進められている｡研究の中心

は主に欧米でありアジアではあまり記載報告が進んでいない.一方,ウシオダニ類は基本的に

海産ダニ類で,淡水産種は 14属 90種程度が知られている｡その他の水生ダニ類については,

世界的に見ても分類研究がほとんど進んでいない｡

日本のミズダニ類については,Uchida(1937)のカワムラダニの報告以来,内田亨博士や今

村泰二博士により 150種あまりが報告されているが,河川や湖沼にはまだ多くの未記載種が存

在すると考えられるD また,ミズダニ類の中には他の水生動物に寄生して生活するグループが
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あり,そのような特殊な生活環をもつ分類群に関する情報もあまり得られていない｡なお,淡

水産ウシオダニ類についは数種が報告されているが,ほとんどが欧米から報告されている既知

種である.

我が国では,日本に生息する水生ダニ類を網羅したチェックリス トとして,Imamura(1959)が

出版されている｡｢ダニ類｣｢ダニ学の進歩｣｢ダニ類図鑑｣などの出版物にも種のリス トが掲

載されているが,シノニムリス トなどを盛り込んだ全種のリストはまだ作成されていない｡

そこで,国内におけるミズダニ相を明らかにするための基礎として,これまで我が国から報

告されているミズダニ類 (Hydrachnellae)に関して,主に今村 (1959,1965a,1965b,1973,1977,

1980),今村･菊地 (1986)に基づき,科から種までの分類群と分布に関する情報をとりまとめた｡

ミズダニ類 (Hydraclmellae)

1｡ヒヤミズダニ科 FamilyHy血ovolziidaeThor,1905

ヒヤミズダニ亜科 FamilyHydrovolziinaeThor,1905

ヒヤミズダニ属 GenusHydrovolziaThor,1905

ヒヤミズダニ Hydrovolzia(Hydrovolzia)japonicalmamura,1961

本州山岳地帯の冷たい渓流に分布.奥日光中禅寺湖 (海抜 1,290m)湖畔の養鱒場 (夏の水

温9℃)および付近の水源,丸沼付近の渓流から採れている｡

チカヒヤミズダニ属 GenusSo!govolzialmamura1957

チカヒヤミズダニ属はヒヤミズダニ 属と欧州地下水産の Acherontacarus属との中間に位置

すると考えられる.

チカヒヤミズダニ Sウ(gObolziauenoilmamura,1957

京都市下加茂の井戸から採れている.

2.オオミズダニ科 Family HydraclmidaeLeach,1815

オオミズダニ亜科 SubfamilyHydraclminaeLeach,1815

オオミズダニ属 GenusHydrachnaMuller,1776

トウキョウオオミズダニ Hydrachna(Dlblohydrachna)tokyoensisKishida,1927

フクオカオオミズダニ Hydrachna(Dlblohydrachna)uniscutatafukuokaUchida,1931

マルミズダニ Hydrachna(Dlblohydrachna)uniscutataliraUchida,1937

北海道から九州の水田や池沼に産する｡

コマルミズダニ Hydrachna(Diplohydrachna)uniscutataminutaUchida,1937

3.オオヌマダニ科 FamilyLimnocharidaeGmbe,1859
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オオヌマダニ亜科 subfamilyLimnocharinaeGrube,1859

オオヌマダニ属 GenusLimnocharesLatreille,1796

オオヌマダニ Limnochares(Limnochares)aquatica(Linnaeus,1758)

池沼に産し,幼虫はアメンボ類の成虫に寄生する.北海道 ;シベリア,中国,欧州,カナダ,

北米に分布する｡

4.メガネダニ科 FamilyEylaidaeLeach,1815

メガネダニ亜科 subfam ilyEylainaeLeach,1815

メガネダニ属 GenusEylaisLatreille,1796

マスダメガネダニ EylaistakingyoMasuda,1935

関西から九州にかけての水田や池沼に産する｡幼虫はマメガムシ,ヒメゴマフガムシの成虫

に寄生する.

5.アカミズダニ科 FamilyHydryphantidaePiersig,1896

アカミズダニ亜科 subfamilyHydryphantinaePiersig,1896

アカミズダニ属 GenusHyd'yphantesKoch,1841

アカミズダニ Hyd'yphantes(Polyhydryphantes)jlexuosus(Koenike,1885)

水田や池沼の水草の間にいる.北海道 ;中国,シベリア,欧州に分布

する｡

ナガボソダニ亜科 subfam ilyWandesiinaeSchworbel,1961

ナガボソダニ属 GenusWandesiaSchechtel,1912

ナガボソダニ Wandesia(Allowandesia)japonicaImamura,1956

本州各地の河川の砂間隙水中や井戸水中に兄いだされる.

6.イズミダニ科 FamilyThyaSidaeⅥets,1926

イズミダニ亜科 subfamilyThyasinaeViets,1926

オンセンダニ属 GenusTrichothyasViets,1926

オンセンダニ Trichothyas(Lundbladia)japonica(Uchida&Imamura,1953)

新潟県燕温泉の40℃の温水から採れている｡オンセンダニ属には本亜属のほかにアフリカ
からTrichothyasとplesiothyas,北部インドからOctolundbladia,チベットからKashmirothyasが

報告されている｡

カザリイズミダニ属 GenusJaponothyasImamura&Mitchel,1967

カザリイズミダニ JaponothyasornatusImamura&Mitchell,1967

奥日光の小渓流の湿濡域 (水温 10℃)の落葉の裏などから見つかっている.本州山岳地の冷
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水湿濡域に生息する｡

イズミダニ属 GenusThyasKoch,1836

イズミダニ ThyasbarbL'gerabarbL'geraViets,1908

Aedes(Ochlerotatus)excruciansWalkerの成虫胸部に寄生する.北海道 ;サハリン,シベリア,

欧州に分布する.

7.ヒョウタンダニ科 (新称)FamilyProtoziidaeKoenike,1909

ヒョウタンダニ亜科 subfam ilyProtziinaeKoenike,1909

ヒョウタンダニ属 GenusProtzL-aPiersig,1896

トガリヒョウタンダニ Protzia (ProLzL'a)exL'mia (Protz,1896)

渓流の石面に生息する｡北海道 ;シベリア,欧州に分布する｡

オオヒョウタンダニ ProtzL'a(Calonyx)japonL'caUchida,1934

湧泉,渓流などの石面に生息する.北海道から本州の流水域に分布する｡

ハダヒョウタンダニ ProLzia(Calonyx)hadaL.(Imamura,1953)

ウチダヒョウタンダニ属 GenusPartuniaPiersig,1896

ウチダヒョウタンダニ PartnuniauchidaHmamura,1950

北海道天塩山岳中腹の冷泉 (6℃)から採れている｡幼虫はカワゲラ類数種の成虫に寄生す

る｡

8.ハサミミズダニ科 FamilyHydrodromidaeViets,1936

ハサミミズダニ亜科 subfamilyHydrodrominaeViets,1936

ハサミミズダニ属 GnusHydrodromaKoch,1837

ハサミミズダニ HydrodromadespL'ciensdespiciens(Muller,1776)

山間部の有機質の多い池沼に生息する｡日本全域 ;南アジア,シベリア,欧州,アフリカ,

南米,タスマニアに分布する.

9.ナガレダニ科 FamilySperchonidaeThor,1900

ナガレダニ亜科 subfamilySperchoninaeThor,1900

オニナガレダニ属 GenusSperchonopsL'sPiersig,1896

オニナガレダニ Sperchonopsisverrucosaverrucosa(Protz,1896)

渓流の石面に生息する｡北海道,本州 ;シベリア,欧州,カナダ,北米に分布する｡

ニッポンオニナガレダニ Sperchonopsisn吻フOnL'ca(Uchida,1934)

渓流の石面に生息する｡北海道から知られる.

ナガレダニ属 GenusSperchonKramer,1877

ノコバナガレダニ Sperchon(Sperchon)denticulatusKoenike,1895
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湧泉や渓流の石面に生息する｡本州 ;欧州,アフリカに分布する.

キタナガレダニ Sperchon(Sperchon)brevirostrisbrevirostrisKoenike,1895

山地の渓流の石面に生息する｡北海道 ;シベリア,欧Jil,アフリカに分布する｡

オオナガレダニ Sperchon(SpeTThon)glanduloszLSglanduloszLf(Koenike,1886)

アジア,欧州,北米に分布する｡

ハネケナガレダニ Sperchon(Sperchon)plumlferplumlferThor,1902

小川や渓流の石面にごく普通に見られる.北海道,本Jll;シベリア,欧州に分布｡

ミヤマナガレダニ Sperchon(Palpisperchon) nikkoensisImamura,1976

奥日光の渓流から雌のみが見つかっている｡Palpisperchon亜属はシベ リア,ビルマ,北米

の山地の冷たい渓流から報告されている｡

10｡セセラギダニ科 (改称)FamilyAnisitsiellidaeKoe山ke,1910

セセラギダニ亜科 (改称)subfamilyAnisitsiellinaeKoenike,1910

パンダダニ属 GenusBandakiaThor,1913

パンダダニ BandakiajaponicaImamura,1965

三重県の五十鈴川から採れているが,本州の他の清流にも生息すると思われる.

ll.アオイダニ科 FamilyLebertiidaeThor,1900

アオイダニ亜科 subfamilyLebertiinaeThor,1900

アオイダニ属 GenusLebertiaNeuman,1880

ヌマアオイダニ Lebertia(Pilolebertia)limneaImamura,1954

北海道の沼に生息する.Lebertia属の大部分の種は川に生息し黒褐色であるが,本種は池沼

に生息し,緑色である.

マルアオイダニ Lebertia(Piloleberitia)leiodermaViets,1925

川や湧泉の石面に生息し,本州に普通に見られる｡日本 ;欧州に分布する.

キタアオイダニ Lebertia(Septlebertia)imamuraiViets,1956

北海道の冷たい湧泉や渓流に産する.

12.マルハラダニ科 FamilyOxidaeViets,1926

マルハラダニ亜科 subfamilyOxinaeViets,1926

マル-ラダニ属 GenusOxusKrammer,1877

トゲナガマルハラダニ Oxuslongisetus(Berlese,1885)

池沼の水草の間に生息する.雄は未発見.北海道,本州 ;欧州,アフリカに分布する.

オオマルハラダニ Oxusmagnus Sokolov,1934

有機質の多い池沼に産する.北海道と東部シベリアに分布する｡
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13.ケイリュウダニ科 FamilyTorrenticolidaePiersig,1902

カワラナガレダニ亜科 (新称)subfamilyTestudacarinaeCook,1974

カワラナガレダニ属 (新称)GenusTTestudacarzL!Walter,1928

オカダカメダニ TTestudacarusokadailmamura,1976

奥日光の渓流で発見されたが,本州山岳地帯の冷たい渓流に広く分布すると考えられる｡生

息密度は小さい.

ヨロイナガレダニ TestudacarusjaponiczLSImamura,1955

静岡県三島の湧泉に産する｡

ケイリュウダニ亜科 subfamilyTorrenticolinaePiersig,1902

ケイリュウダニ属 GenusTorrenticolaPiersig,1896

セセラギダニ TonTenticola(TTonTentL'cola)elll'PticaMagli0,1909

河川や小川に普通に見られる.本州 ;シベリア,欧州に分布する｡

マルケイリュウダニ Ton･enticola(TTorrenticola)japonicaImamura,1953

本州の渓流や小川の石面にいる.雄は未発見｡

ケイリュウダニ TTonmtL'cola(Ton･enticola)brevirostrL'sbrevirostris(Halbert,1911)

本州各地の小川の瀬の石面についている.本州から知られるが,四国や九州にも生息すると

考えられる.本州 ;欧州に分布する.

14｡イソダニ科 FamilyPontarachnidaeKoenike,1910

イソダニ亜科 subfamilyPontarachninaeKoenike,1910

イソダニ属 GenusPontarachnaPhilippi,1840

ヒヌマイソダニ PontarachnahinumaensisImamura,1958

茨城県の汽水湖である渦沼に産する.その他の本州の汽水湖にも分布すると考えられる｡雌

は未発見｡

キクイソダニ PontarachnapacljicapacljicaUchida,1935

北海道の沿岸域に産する｡海産種.

ワダツミダニ属 GenusLitarachnaWalter,1925

ワダツミダニ Litarachna(Litarachna)divergensWalter,1925

北海道と本州の沿岸に普通に見られる.海藻の間,特に石灰藻の間に多い｡欧州やアフリカ

の沿岸にも分布する.

15.ヌマダニ科 FamilyLimnesiidaeThor,1900

ヌマダニ亜科 subfamilyLimnesiinaeThor,1836
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ヌマダニ属 GenusLL'mnesLlaKoch,1836

ヌマダニ LL'mnesL'a(LL'mnesia)undulataundulata(Muller,1776)

北海道から本州にかけての池沼の水草の間に普通に見られる｡日本のほか,アジア,欧州,

アフリカ,南北アメリカに広く分布する｡

ケニケヌマダニ LL'mnesia(LL'mnesia)koenL'keL'koenikeL'Piersig,1894

北海道から本州にかけての池沼にごく普通に見られる｡日本のほかに,サハリン,シベリア,

欧州,カナダに分布する｡

カワムラダニ亜科 sufamilyKawamuracarinaeViets,1943

カワムラダニ属 GenusKawamuracarusUchida,1937

カワムラダニ KawamuracaruselongatzLSUchida,1937

本州の地下水中に生息する.井戸水,水道水,川砂の間隙水中に発見される｡日本のほかイ

ンド,欧州,北米,メキシコに分布する｡

16.オヨギダニ科 Family HygrobatidaeKoch,1842

オヨギダニ亜科 subfamily HygrobatinaeKoch,1842

オヨギダニ属 GenusHygrobatesKoch,1837

ニッポンオヨギダニ Hygrobates(Hygrobates)japonL'cusUchida,1931

緩やかな流れの水草の間や石の裏面に生息する.北海道,本州,千島 ;サ-リン,シベリア

に分布する.

カワオヨギダニ Hygrobates(Hygrobates)calligercallL'gerPiersig,1896

川の石面に普通に見られる.北海道,本州 ;シベリア,欧州に分布する.

オヨギダニ Hygrobates(Hygrobates)longlbalpL'S(Hermann,1804)卵は水草の茎や葉に産みつけら

れ,幼虫はユスリカの成虫腹部に付く｡全国の池沼,水たまり,流れの緩やかな流水中などに

普通に見られる.日本全土 ;シベリア,欧州,アフリカ,カナダ,北米に分布する｡

ケイリュウオヨギダニ Hygrobates(Hygrobates)longL.POruS Thor,1898

卵は水草の茎や葉に産みつけられ,幼虫はユスリカの成虫腹部に付く｡渓流や小川の石面に

生息する.北海道,本州,四国 ;シベリア,欧州に分布する.

シナオヨギダニ Hygrobates(Hygrobates)sinensL'sUchida&Imamura,1951

湖沼や緩やかな川に生息する.本州 ;中国大陸に分布する｡

イズミオヨギダニ Hygrobates(Rivobates)diversiporzLS(Sokolov,1927)

冷たい湧泉や小川の石面に生息する｡ 北海道 ;ロシア,ユーゴスラビアに分布する｡

マガリアシダニ属 GenusAtractidesKoch,1837

マガリアシダニ AtractL'des(Atractides)nodLjmlpisnodLbalpis(Thor,1899)

小川の石面に産卵し,幼虫はヌカカの成虫腹部につく.全国の川に普通に見られる｡日本全

土 ;アジア,欧州,アフリカに分布する｡

ヒゲボソオヨギダニ Atractides(Atractides)spatiosusspatLloszLS(Viets,1935)
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小川や渓流の石面に生息する｡本州 ;ジャワに分布する｡

ヒョウゴダニ Atractides(Atractides)hyogoensislmamura,1957

本州と四国の井戸水から兄いだされた.雄は未発見 本州と四国に分布する｡

ヒヌマオヨギダニ Atractl'des(Atractides)hL'numaensisImamura,1960

17｡カイダニ科 FamilyUnionicolidaeOudemans,1909

カイダニ亜科 subfamilyUninonicolinaeOudemans,1909

カイダニ属 GenusUnionicolaHaldeman,1842

アシナガミズダニ Unionicola(Uniontlcola)crassL'pescrassLPes(Muller,1776)

池沼や湖に生息し,カラスガイや ドブガイなどの二枚貝に寄生するが,貝から外にでること

も多い｡北海道から九州まで広く生息する.北海道,本州,四国,九州 ;アジア,欧州,アフ

リカ,北米,中米に分布する.

コカイダニ Unionicola(Unionicola)crasstl'esminor(Soar,1900)

池沼や湖に生息する.本州 ;欧州に分布する.

タニシダニ Unionicola(Polyatax)japonensL'sViets,1993

マルタニシやオオタニシの外套腔内に寄生する.本州から兄いだされているが北海道にも産

すると考えられる.本州 ;シベリアに分布する｡

イシガイダニ UnionL'cola(Pentatax)imamuraiHevers,1978

本州の清流や湖に生息するイシガイの外套腔内に寄生する｡

ウチダカイダニ Unionicola(Parasitatax)uchidailmamura,1953

本州の池沼の底泥に生息するタガイの外套腔内に寄生する｡

ニセカイダニ亜科 SubfamilyPionatacinaeViets,1916

ニセカイダニ属 GenusNeuman1-aLebert,1879

ニセカイダニ Neumania(Neumania)deltot'des(Piersig,1894)

霞ヶ浦などの本州の湖や池沼の水草の間に生息する.本州 :アジア,欧州に分布する｡

トゲハダニセカイダニ Neumania(Neumania)ambiguaPiersig,1906

池沼の水草の間に生息する｡北海道,本州 ;ウスリー地方,タイ,フィリピン,ジャワ,スマ

トラ,インドに分布する.

ウチダニセカイダニ Neumania(Neumania)ucht'dailmamura,1951

幼虫はユスリカの成虫腹部に付く｡泥深い池沼の水草の間に生息する.北海道に分布する,

18.ホウセキダニ科 FamilyFeltriidaeViets,1926

ホウセキダニ亜科 subfamilyFeltriinaeViets,1926

ホウセキダニ属 GenusFeltriaKoenike,1892

ツノホウセキダニ Feltria(Feltria)cornutajaponiocaImamura,1954
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北海道の小川に生息する｡雌は未発見｡

ルビーダニ Feltria(Feltriella)rubraPiersig,1898

北海道,本州 ;サ-リン,シベリア,欧州,カナダに分布する｡

ムラサキホウセキダニ Feltria(Feltriella)macroplatamacroplatalmamura,1954

北海道の渓流に生息する｡Feltria(Feltriella)macroplataはアラスカにも産する｡

ミウラホウセキダニ Feltria(Azugofeltria)miurailmamura,1957

地下水生で兵庫県相生市の井戸から採れている,

19.ツチダニ科 FamilyPionidaeThor,1900

ツチダニ亜科 subfamilyPioninaeThor,1900

ツチダニ属 GenusPionaKoch,1842

イケッチダニ Piona(Piona)coccineacoccinea(Koch,1836)

池沼や湖の水草の間に生息する.北海道,本州 ;中国,シベリア,欧州,アフリカに分布す

る.

ツチダニ Piona(Piona)roLrundarotunda(Kramer,1879)

北海道から九州にかけての湖や池沼に生息する.北海道,九州,四国 ;アジア,欧州,アフ

リカ,北米,南米に分布する.

べッコウツチダニ Piona(Piona)cornea(Koch,1836)

大雪山の沼ノ平や尾瀬ヶ原の池など,pH4程度の酸性高層池沼に生息する｡北海道,本州 ;ア

ジア,欧州,北米に分布する｡

ヒメツチダニ亜科 subfam ilyTiphysinaeOudemans,1941

ヒメツチダニ属 GenusPionacercusPiersig,1894

ヒメツチダニ Pionacercus(Pinacercus)japonicuslmamura,1954

本州の池沼に生息する.雌は未発見.

モモブ トダニ属 GenusTlbhysKoch,1836

ダイセツモモブ トダニ Tlbhys(TIPhys)daisetsuensislmamura,1954

北海道の大雪山沼ノ平や姿見の池などの高層泥炭地池沼に生息する｡

ナミモモブ トダニ TIPhys(Tiphys)scaurus(Koenike,1892)

本州の平地の池沼に生息する.アジア,欧州,北米に分布する.

ニセツチダニ属 GenusPionopsis Piersig,1894

ニセツチダニ Pionopsis(Pionopsis)lutescensjaponensislmamura,1950

幼虫はユスリカの成虫腹部につく.北海道の泥深い池沼に生息する.

20.コバンダニ科 (新称)FamilyAxonopsidaeViets,1929

マエアシダニ亜科 subfam ilyFrontipodopsinaeViets,1931
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マエアシダニ属 GenusFronttbodopsisWalter,1919

アマミマエアシダニ FrontipodopsisreticulattPonsokinawaensislmamura,1957

地下水生で奄美大島の井戸から雄のみが発見されている｡Frontipodopsis属は本州の川の砂

間隙水中からも兄いだされている.

ヒラタダニ亜科 Subfam ilyAxonopsinaeViets,1929

ナガコバンダニ属 GenusAlbaxonaSzalay,1944

ナガコバンダニ Alb∬ona(Alb瓜Ona)japonicalmamura,1970

琵琶湖の湖岸砂間隙水中より発見された.

ウエノダニ属 GenusUen瓜OnOPSisImam ura,1961

ウエノダニ Uenaxonopsisnazenst'sImamura,1961

奄美大島名瀬市の井戸から兄いだされた｡雌は未発見｡

ヒラタダニ属 GenusAxonopsisPiersig,1893

トウキョウコバンダニ Axonopsis(Hexaxonopsis)too,oensisUchinda&Imamura,1953

東京大学の三四郎池から兄いだされた｡泥のある池沼に生息する.

チカコバンダニ Axonopsis(Stokaxonopsis)subterraneaⅣchinda&Imam ura,1953)

大阪市の水道水中から初めて発見されたが,その後,琵琶湖の湖岸や本州各地の川の間隙水

中からも兄いだされた｡

コバンダニ Axonopsis(BrachJPOdopst'S)heteropalpisImamura,1956

東京都八王子市,石川県金沢市,兵庫県相生市などの井戸から兄いだされている｡

ミウラコバンダニ Axonopsis(mcinaxonopsis)miurailmamura,1956

本JJllに広く分布し,兵庫県相生市と船越,山口県秋吉,高知県内の井戸から採れている.

トガリミズダニ属 GenusErebaxonopst'sMotas&Tanasachi,1947

トガリミズダニ Ereb瓜OnOPSE.SmOrimotoi (Imam ura,1958)

地下水生種で,高知の井戸から雌のみが採れている.

カワリアシダニ属 GenusBrachwodaLebert,1879

カワリアシダニ Brachwoda(BrachJPOda)versicolor(Muller,1776)

本州の川や渓流の石面に生息する,本州 ;シベリア,欧州に分布する｡

カクコバンダニ属 GenusLjaniaThor,1898

カクコバンダニ LjanE'ajaponicaImamura,1956

地下水生で兵庫県相生市の井戸から採れている.

ヒゲチガイダニ属 GenusLethaxonaViets,1932

ヒゲチガイダニ Lethaxona(Lethaxona)heteropalpisUchida&Imamura,1953

大阪市の水道水中から発見されている.

ミカワヒゲチガイダニ Lethaxona(Lethaxona)mikawaenst'sImam ura,1957

兵庫県船越の井戸から採れている｡

21｡ヒラタダニ科 FamilyAturidaeThor,1900

-59-



アルビダニ亜科 subfam ilyAlbiinaeViets,1915

アルビダニ属 GenusAlbiaThon,1899

イスズアルビダニ Albia(Spinalbia)makinoiImamura,1965

三重県五十鈴川の清流の石面から兄いだされている｡

ヒラタダニ亜科 subfam ilyAturinaeThor,1900

ヒラタダニ属 GenusAturusKm er,1875

ヒラタダニ Aturus(Aturus)miyashitaiUchida,1934

北海道から九州までの川に生息する｡

ミヤザキヒラタダニ Aturus(Aturus)miyazakiiImamura, 1953

ヒヌマヒラタダニ Aturus(Aturus)hinumaensisImamura, 1960

オキナヒラタダニ Aturus(Aturus)orientalisImamura,1960

北海道から九州までの小川に生息する｡

ヨットゲヒラタダニ Aturus(Aturus)CaudatusEnami,1940

北海道から奄美大島までの小川や渓流に分布する.

ニッコウヒラタダニ Aturus(Subaturus)nikkoensisImamura,1961

奥日光の養鱒場から発見されている｡高所の冷たい渓流や湧泉に生息する.

スジヒラタダニ Aturus(Subaturus)semilineatusHabeeb,1953

ヒゲプ トダニ属 GenusKongsbergiaThor,1899

エナミヒゲブ トダニ Kongsbergia(Kongsbergia)enamiiImamura,1953

北海道と本州の川や渓流に生息する.

ミシマヒゲブ トダニ Kongsbergia(KongsbeTgia)mishimaensisImamura,1955

本州の湧泉や小川に生息する｡

ツチカワヒゲブ トダニ Kongsbergia(Kongsbergia)tsuchikawaiImamura,1955

22.モモダニ科 FamilyMomoniidaeⅥets,1926

チカモモダニ亜科 subfamilyStygomomoniiaeMotas皮Tanasachi,1946

チカモモダニ属 GenusSoJgomomoniaSzalay,1943

チカモモダニ SoJgomomonia(SoJgomomonia)hachiojiensisImamura,1959

東京都八王子市と石川県金沢市の井戸から発見されている｡

23｡タマミズダニ科 FamilyMideopsidaeKoenike,1910

タマミズダニ亜科 subfamilyMideopslnaeKoenike,1910

タマミズダニ属 GenusMideopsisNeuman,1880
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ミトタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)mitoensislmamura,1958

茨城県水戸市の井戸から採れている.

ツシマクマミズダニ Mideopsis(Ndomideopsis)tszLShimaensislmamura,1970

対馬の井戸から発見されている｡

ウロコタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)papillosalmamura,1957

兵庫県相生市の井戸から兄いだされている.

ミウラタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)miurailmamura,1957

モリモ トタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)morimotoilmamura,1957

オカヤマタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)okqyamaensislmamura,1958

マルタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)rundlformislmamura,1957

タケフタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)takefuensislmamura,1958

ウエノタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)uenoilmamura,1958

ヨコタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)yokotailmamura,1962

ウチダミズダニ亜科 SubfamilyUchidastygacarinaelmamura,1956

ウチダミズダニ属 GenusUchidasoigaCaruSImamura,1956

ウチダミズダニ Uchidasoigacarus(UchidasりgaCarZLS)palmlferlmamura,1959

東京都八王子市の井戸から採れている.

アキヨシチカミズダニ Uchidasoigacarus(Uchida叫gaCaruS)akl'yoshiensislmamura,1959

山口県秋吉の洞穴水および対馬の井戸から発見されている.

モリモ トミズダニ亜科 subfamilyMorimotacarinaelmamura,1962

モリモ トミズダニ属 GenusMorimotacarus lmamura,1962

モリモ トミズダニ Morimotacaruswadayamensislmamura,1962

兵庫県和田山町井戸から雄のみが採れている｡

24.カントクダニ科 FamilyKantacaridaelmamura,1959

カントクダニ亜科 SubfamilyKantacarinaelmamura,1959

カントクダニ属 GenusKantacaruslmamura,1959

カントウダニ Kantacarusmatsumotoilmamura,1959

東京都八王子市の井戸から雌 1個体のみが採れている｡

25｡ニッポンダニ科 FamilyNipponacaridaelmamura,1959

ニッポンダニ亜科 SubfamilyNipponacarinaelmamura,1959

ニッポンダニ属 GenusNliponacarusImamura,1957
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ミウラチカダニ NiFPOnaCaruS(Nljponacarus)miuraiImamura,1957

兵庫県相生市の井戸から雌 1個体が発見されている｡

マツモ トチカダニ Nliponacarus(NilPOnaCaruS)matsumotoiImam ura,1959

ニッポンチカダニ Nliponacarus(Hexan如Jonacarus)japoniczLyImamura,1959

26.シャブイダニ科 FamilyChappuisididaeMotas&Tanasachi,1946

ツシマダニ亜科 subfamilyTsushimacarinaeCook,1974

ツシマダニ属 Genus TsushimacarusImamura,1970

ツシマダニ Tsushimacarusuenoilmamura,1970

対馬上島の井戸から雌のみが採れている.

27｡ミヤマミズダニ科 FamilyHungarohydracaridaeMotas&Tanasachi,1959

ミヤマミズダニ亜科 SubfamilyHungarohydracarinaeMotas&Tanasachi,1959

ニセヨロイダニ属 GenusBharatohydracarusCook,1967

ニセヨロイダニ BharatohydracarzLTjaponicus(Imamura,1957)

東京都八王子市,兵庫県船越と和田山町,対馬上島の上県町の井戸から兄いだされている.

28.ヨロイミズダニ科 FamilyA汀enuridaeThor,1900

ヨロイミズダニ亜科 subfam ilyArrenurinaeThor,1900

ヨロイミズダニ属 GenusArrenurusDuges,1834

イケヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)agrionicolusUchida,1937

幼虫はセスジイ トトンボの成虫に付く｡池沼や湖の水草の間に普通に見られる｡北海道,九

州,四国 ;中国大陸に分布する.

ニッポンヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)japonicusUchida&Imamura,1952

北海道から九州にかけての池沼に生息する.

-ダヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)hadailmamura,1953

本州の池沼の水草間に生息する｡

ミトヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)mitoensislmamura&Mitchell,1967

幼虫はセスジイ トトンボとムスジイ トトンボの成虫胸部に付く｡茨城県水戸市の千波湖と熊

本県八代市から採れている｡本州から九州にかけての池沼や湖に分布すると考えられる｡

オオヨロイミズダニ ArrenurzLy(Megaluracarus)globatorglobator (Muller,1776)

池沼の水草の間に生息する｡北海道 ;欧州,北米に分布する.

スウチョウヨロイミズダニ Arrenurus(MicruracarzL-)soochowensis(Marshall,1921)

北海道から九州にかけての池沼や湖に生息する｡北海道,四国,九州 ;中国,シベリアに分布

する｡
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ヒメヨロイミズダニ Arrenm LS(ML'CruracanLS)madaraszi(Daday,1898)

関東以西の池沼や湖の水草間に生息する.本州,四国,九州 ;中国,スマ トラに分布する.
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3)日本産水生ダニ類の分類体系と文献目録

我が国に生息する水生ダニ類をまとめた報告としては,今村 (1959)が地下水生ミズダニ類

とウシオダニ類のチェックリス トを作成 しているほか,今村 ･菊地 (1986)が国内の 193地点

におけるミズダニ類の調査結果をまとめている.しかし,近年はこれ らに代わるリス トは作成

されていない.そこで,ここでは,今後の日本産水生ダニ類の分類研究の基礎 となる資料とし

て,ミズダニ類とウシオダニ類を含む日本産水生ダニ類の分類群目録と文献目録を提示する｡

なお,今回あらたに分類群に与えた和名は ｢新称｣,従来からの和名に変更を加えた場合に

は ｢改称｣としてリス ト中に示す｡なお,｢改称｣は従来の名称が他の分類群の名称に混乱を

引き起こす恐れがある場合に与えた,

Ⅰ｡ 日本産ミズダニ類 ･ウシオダニ類の分類体系

トⅠ.ミズダニ類 (Hydrachnellae)
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ヒヤミズダニ科 FamilyHy血ovolziidaeThor1905

ヒヤミズダニ亜科 FamilyHydrovolziinaeThor1905

ヒヤミズダニ属 GenusHydrovolziaThor1905

ヒヤミズダニ Hydrovolzia(Hydrovolzt'a)japonicaImamura1961

チカヒヤミズダニ属 GenusSOJgOVOIzialmamura1957

チカヒヤミズダニ So,gobolziauenoiImamura1957

オオミズダニ科 Family HydraclmidaeLeach1815

オオミズダニ亜科 SubfamilyHydraclminaeLeach1815

オオミズダニ属 GenusHydrachnaMuller1776

トウキョウオオミズダニ Hydrachna(Dtblohydrachna)too,oensisKishida1927

フクオカオオミズダニ Hydrachna(Diplohydrachna)uniscutatafukuokaUchida193I

マルミズダニ Hydrachna(Diplohydrachna)uniscutataliraUchida1937

コマルミズダニ Hydrachna(DtPlohydrachna)unt'scutataminutaUchida1937

オオヌマダニ科 FamilyLimnocharidaeGrube1859

オオヌマダニ亜科 subfamilyLimnocharinaeGrube1859

オオヌマダニ属 GenusLt'mnocharesLatreille1796

オオヌマダニ Limnochares(Limnochares)aquatica(Linnaeus1758)

メガネダニ科 FamilyEylaidaeLeach1815

メガネダニ亜科 subfamilyEylainaeLeach1815

メガネダニ属 GenusEylaisLatreille1796

マスダメガネダニ Eylat'stakinByOMasuda1935

アカミズダニ科 FamilyHydryphantidaePiersig1896

アカミズダニ亜科 SubfamilyHydryphantinaePiersig1896

アカミズダニ属 GenusHydりphantesKoch1841

アカミズダニ HydTyPhantes(Polyhydrwhantes)jlexuosus(Koenike1885)

ナガボソダニ亜科 subfamilyWandesiinaeSchworbel1961

ナガボソダニ属 GenusWandesiaSchechte11912

ナガボソダニ Wandesia(Allowandesia)japont.calmamura1956

イズミダニ科 (新称)FamilyThyasidaeⅥets1926

イズミダニ亜科 subfam ilyThyasinaeViets1926

オンセンダニ属 GenusTrichothyasViets1926

オンセンダニ TrT-chothyas(Lundbladia)japonica(Uchida&Imamura1953)

カザリイズミダニ属 GenusJaponothyasImamura&Mitchel1967
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カザリイズミダニ JaponothyasomatusImamura&Mitchell1967

イズミダニ属 GenusThyasKoch1836

イズミダニ ThyasbarbigerabarbigeraViets1908

ヒョウタンダニ科 (新称)FamilyProtoziidaeKoenike1909

ヒョウタンダニ亜科 subfamilyProtziinaeKoemike1909

ヒョウタンダニ属 GenusProtziaPiersig1896

トガリヒョウタンダニ ProLzia(ProLzia)eximia (Protz1896)

オオヒョウタンダニ Protzia(Calonyx)japonicaUchida1934

ハダヒョウタンダニ Protzia(Calonyx)hadai (Imamura1953)

ウチダヒョウタンダニ属 GenusParhLnL'aPiersig1896

ウチダヒョウタンダニ PartnuniauchidaiImamura1950

ハサミミズダニ科 FamilyHydro血omidaeⅥets1936

ハサミミズダニ亜科 subfamilyHydrodrominaeViets1936

ハサミミズダニ属 GnusHydrodromaKoch1837

ハサミミズダニ Hydnodromadespiciensdespiciens(Muller1776)

ナガレダニ科 FamilySperchonidaeThor1900

ナガレダニ亜科 SubfamilySperchoninaeThor1900

オニナガレダニ属 GenusSperchonopsisPiersig1896

オニナガレダニ SperchonopsL'sverrucosaverrucosa(Protz1896)

ニッポンオニナガレダニ Sperchonopsismj?ponica(Uchida1934)

ナガレダニ属 GenusSperchonKramer1877

ノコバナガレダニ Sperchon(Sperchon)denticulatusKoenike1895

キタナガレダニ Sperchon(Sperchon)brevirostrisbrevirostrisKoemike1895

オオナガレダニ Sperchon(Sperchon)glanduloszLSglanduloszLS(Koenike1886)

ハネケナガレダニ Sperchon(Sperchon)plumlferplum'ferThor1902

ミヤマナガレダニ Sperchon(Palpisperchon)nikkoensisImamura1976

セセラギダニ科 (パンダダニ科より改称)FamilyAnisitsiellidaeKoenike1910

セセラギダニ亜科 (パンダダニ亜科より改称)subfamilyAnisitsiellinaeKoenike1910

パンダダニ属 GenusBandaktaThor1913

パンダダニ BandakiajaponicaImamura1965

アオイダニ科 FamilyLebertiidaeThor1900

アオイダニ亜科 subfamilyLebertiinaeThor1900

アオイダニ属 GenusLebertiaNeuman1880
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ヌマアオイダニ

マルアオイダニ

キタアオイダニ

マルハラダニ科

マルハラダニ亜科

マルハラダニ属

Lebertia(Pilolebertia)limneaImamura1954

Lebertia(Piloleberitia)leiodermaViets1925

Lebertia(Septlebertia)imamuraiVietsI956

FamilyOxidaeⅥets1926

Subfam ilyOxinaeViets1926

GenusOxusKrammer1877

トゲナガマルハラダニ Oxuslongisetus(Berlese1885)

オオマルハラダニ OxusmagnusSokolov1934

ケイリュウダニ科 FamilyTorrenticolidaePiersig1902

カワラナガレダニ亜科 (新称)subfamilyTestudacarinaeCook1974

カワラナガレダニ属 (新称)Genus7TestudacarusWalter1928

オカダカメダニ TestudacarusokadaiImamura1976

ヨロイナガレダニ TTestudacarusjaponicuslmamura1955

ケイリュウダニ亜科 subfamilyTorrenticolinaePiersig1902

ケイリュウダニ属 Genus7TorrenticolaPiersig1896

セセラギダニ 7Torrenticola(ToT7Tenticola)ellipticaMaglio1909

マルケイリュウダニ Towenticola(7ToTTTenticola)japonicalmamura1953

ケイリュウダニ 7Ton･enticola(ToTrenticola)brevirostrisbrevirostris(Halbert1911)

イソダニ科 FamilyPontarachnidaeKoenike1910

イソダニ亜科 SubfamilyPontarachninaeKoenike1910

イソダニ属 GenusPontarachnaPhilippi1840

ヒヌマイソダニ Pontarachnahinumaensislmamura1958

キタイソダニ PontarachnapacljicapacljicaUchida1935

ワダツミダニ属 GenusLitarachnaWalter1925

ワダツミダニ Litarachna(LL'(arachna)divergensWalter1925

ヌマダニ科 FamilyLimnesiidaeThor1900

ヌマダニ亜科 subfamilyLimnesiinaeThor1836

ヌマダニ属 GenusLimnesiaKoch1836

ヌマダニ Limnesia(Limnesia)undulataundulata(Muller1776)

ケニケヌマダニ Limnesia(Limnesia)koenikeikoenL'keiPiersig1894

カワムラダニ亜科 sufamilyKawamuracarinaeViets1943

カワムラダニ属 GenusKawamuracarusUchida1937

カワムラダニ KawamuracaruselongatusUchida1937
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オヨギダニ科 Family HygrobatidaeKoch1842

オヨギダニ亜科 Subfamily HygrobatinaeKoch1842

オヨギダニ属 GenusHygrobatesKoch1837

ニッポンオヨギダニ Hygrobates(HygTVbates)japoniczLSUchida1931

カワオヨギダニ HygTVbates(HygTVbates)calligercalligerPiersig1896

オヨギダニ Hygrobates(Hygrobates)long如 Ipis(Hermann1804)

ケイリュウオヨギダニ (ナガレオヨギダニより改称) Hygrobates(HygTVbates)longiporus Thor

1898

シナオヨギダニ Hygrobates(HygTVbates)sinensisUchida&Imamura1951

イズミオヨギダニ Hygrobates(Rivobates)diverslborzLS(Sokolov1927)

マガリアシダニ属 GenusAtrach'desKoch1837

マガリアシダニ Atrach.des(Atrach-des)nodliwlpisnodljwlpis(Thor1899)

ヒゲボソオヨギダニ AtTaCh'des(Atractides)spatioszLSSPatioszLS(Viets1935)

ヒョウゴダニ ALractides(Atrach'des)hyogoensislmamura1957

カイダニ科 FamilyUnionicolidaeOudemans1909

カイダニ亜科 subfamilyUninonicolinaeOudemans1909

カイダニ属 GenusUnionicolaHaldeman1842

アシナガミズダニ Unionicola(Unionicola)crasslbescrassIPes(Muller1776)

コカイダニ Unionicola(Unionicola)crassipesminor(Soar1900)

タニシダニ Unionicola(Polyatax)japonensisViets1993

イシガイダニ Unionicola(Pentatax)imamuraiHevers1978

ウチダカイダニ Unionz'cola(Parasitatax)uchidailmamura1953

ニセカイダニ亜科 subfamilyPionatacinaeViets1916

ニセカイダニ属 GenusNeumaniaLebert1879

ニセカイダニ Neumania(Neumania)deltoides(Piersig1894)

トゲハダニセカイダニ Neumania(Neumania)ambiguaPiersig1906

ウチダニセカイダニ Neumania(Neumania)uchidailmamura195I

ホウセキダニ科 FamilyFeltriidaeⅥets1926

ホウセキダニ亜科 subfamilyFeltriinaeViets1926

ホウセキダニ属 GenusFeltTiaKoenike1892

ツノホウセキダニ Feltria(Feltria)cornutajaponiocalmamura1954

ル ビーダニ Feltria(Feltriella)rubraPiersig1898

ムラサキホウセキダニ Feltria(Feltriella)macroplatamacroplatalmamura1954

ミウラホウセキダニ Feltria(Azugofeltria)miurailmamura1957

ツチダニ科 FamilyPionidaeThor1900
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ツチダニ亜科 subfamilyPioninaeThor1900

ツチダニ属 GenusPionaKoch1842

イケッチダニ Piona(Piona)coccineacoccinea(Koch1836)

ツチダニ Piona(Piona)roLrundarohLnda(Kramer1879)

ベッコウツチダニ Piona(PL'ona)cornea(Koch1836)

ヒメツチダニ亜科 subfamilyTiphysinaeOudeman s1941

ヒメツチダニ属 GenusPionacercusPiersig1894

ヒメツチダニ Pt'onacercus(Pinacercus)japoniczLSImamura1954

モモプ トダニ属 GenusTiphysKoch1836

ダイセツモモプ トダニ Tlbhys(Tlj?hys)daisetsuensislmamura1954

ナミモモブ トダニ Tiphys(Tlbhys)scaurzLS(Koenike1892)

ニセツチダニ属 GenusPionopsis Piersig1894

ニセツチダニ PL'onopsis(Pionopsis)lutescensjaponensisImamura1950

コバンダニ科 (新称)FamilyAxonopsidaeⅥets1929

マエアシダニ亜科 subfamilyFrontipodopsinaeViets1931

マエアシダニ属 GenusFrontipodopsisWalter1919

アマミマエアシダニ Frontl'podopsisretL'culatlPonsokinawaensisImamura1957

ヒラタダニ亜科 subfamilyAxonopsinaeViets1929

ナガコバンダニ属 GenusAlbaxonaSzalay1944

ナガコバンダニ Alb瓜Ona(Albaxona)japonicaImamura1970

ウエノダニ属 GenusUenLm)nOPSislmamura1961

ウエノダニ UenaxonopsisnazensisImamura1961

ヒラタダニ属 GenusAxonopsisPiersig1893

トウキョウコバンダニ Axonopsis(Hexaxonopsis)tobJoensisUchinda&Imamura1953

チカコバンダニ Axonopsis(Stokaxonopsis)subterranea(Uchinda&Imamura1953)

コバンダニ Axonopsis(Brachypodopst'S)heteropalpL'sImamura1956

ミウラコパンダニ

トガリミズダニ属

トガリミズダニ

カワリアシダニ属

カワリアシダニ

カクコバンダニ属

カクコバンダニ

ヒゲチガイダニ属

ヒゲチガイダニ

Axonopsis(ncinaxonopsis)miurailmamura1956

GenusErebaxonopsisMotas&Tanasachi1947

ErebaxonopsF'smorimotoi (Imamura1958)

GenusBracJlWOdaLebert1879

BracJりpOda(BT･aCJりpOda)versicolor(Muller1776)

GenusLja17LbThor1898

LjaniajaponicaImamura1956

GenusLethaxonaViets1932

Lethaxona(Lethaxona)heteropalpisUchida&Imamura1953

ミカワヒゲチガイダニ Lethaxona(Lethaxona)mikawaensislmamura1957
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ヒラタダニ科 FamilyAturi血eThor1900

アルビダニ亜科 subfamilyAlbiinaeViets1915

アルビダニ属 GenusAlbiaThon1899

イスズアルビダニ AlbL'a(Spinalbia)makinoiImamura1965

ヒラタダニ亜科 subfamilyAturinaeThor1900

ヒラタダニ属 Genus.4J〟r〟∫Kramer1875

ヒラタダニ Aturus(Aturus)miyashitaiUchida1934

ミヤザキヒラタダニ Aturus(Aturus)miyazakiiImamura 1953

ヒヌマヒラタダニ Aturus(Aturus)hinumaensisImamura 1960

オキナヒラタダニ Aturus(Aturus)orientaZz-sImamura 1960

ヨットゲヒラタダニ Aturus(Aturus)CaudatusEnami1940

ニッコウヒラタダニ Aturus(Subaturus)nikkoensisImamura1961

スジヒラタダニ Aturus(Subaturus)semilineatzLgHabeeb1953

ヒゲブ トダニ属 GenusKongsbeTgiaThor1899

エナミヒゲブ トダニ Kongsbergia(Kongsbew'a)enamiiImamura1953

ミシマヒゲブ トダニ Kongsbergia(Kongsbe曙ia)mishimaensisImamura1955

ツチカワヒゲブ トダニ Kongsbergia(Kongsbergia)tsuchikawaiImamura1955

モモダニ科 FamilyMomoniidaeⅥets1926

チカモモダニ亜科 subfamilyStygomomoniiaeMotas&Tanasachi1946

チカモモダニ属 GenusSo!gomomoniaSzalay1943

チカモモダニ So!gomomonia(So!gomomonia)hachiojiensislmamura1959

タマミズダニ科 FamilyMideopsidaeKoenike1910

タマミズダニ亜科 subfamilyMideopsmaeKoenike1910

タマミズダニ属 GenusMideopsisNeuman1880

ミトタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)mitoensisImamura1958

ツシマタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)tsushimaensisImamura1970

ウロコタマミズダニ Mideopsis(Ndomideopsis)papillosalmamura1957

ミウラタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)miuraiImamura1957

モリモ トタマミズダニ Mideopsis(Nudomideopsis)morimotoiImamura1957

オカヤマタマミズダニ Mideopsis(NudomideopsL-S)okqyamaensisImamura1958

マルタマミズダニ

タケフタマミズダニ

ウエノタマミズダニ

ヨコタマミズダニ

ウチダミズダニ亜科

ウチダミズダニ属

Mideopsis(Nudomideopsis)rundLformL-sImamura1957

Mideopsis(NudomL'deopsis)takefuensisImamura1958

MideopsL'S(NudomL'deopsis)uenoiImamura1958

MideopsL'S(Nudomideopsis)yokotaiImamura1962

SubfamilyUchidastygacarinaeImamura1956

GenusUchidasygacarzL-Imamura1956
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ウチダミズダニ Uchidasoigacarus(Uchidasoigacarus)palmlferImamura1959

アキヨシチカミズダニ Uchidaso!gacarus(Uchidasoigacarus)akiyoshiensisImamura1959

モリモ トミズダニ亜科 subfamilyMorimotacarinaeImamura1962

モリモ トミズダニ属 GenusMorimotacanLSImamura1962

モリモ トミズダニ MorimotacaruswadLD,amenSisImamura1962

カントウダニ科 FamilyKantacaridaeImamura1959

カントウダニ亜科 subfamilyKantacarinaeImamura1959

カントウダニ属 GenusKantacarusImamura1959

カントウダニ KantacanLSmatSumOtOiImamura1959

ニッポンダニ科

ニッポンダニ亜科

ニッポンダニ属

ミウラチカダニ

マツモ トチカダニ

ニッポンチカダニ

FamilyNipponacaridaelmamura1959

SubfamilyNipponacarinaeImamura1959

GenusNljponacarusImamura1957

NliponacanLS(Nljponacarus)miuraiImamura1957

NljponacanLS(NliponacaTuS)matsumotoiImamura1959

Nljponacarus(HexanilPOnaCaruS)japonicusImamura1959

シャブイダニ科 FamilyChappuisididaeMotas&Tanasachi1946

ツシマダニ亜科 subfamilyTsushimacarinaeCook1974

ツシマダニ属 GenusTsushimacanLSImamura1970

ツシマダニ TsushimacarusuenoiImamura1970

ミヤマミズダニ科 (ニセヨロイダニ科より改称)FamilyHungarohydracaridaeMotas& Tanasachi

1959

ミヤマミズダニ亜科 (ニセヨロイダニ亜科より改称)subfamilyHungarohydracarinaeMotas&
Tanasachi1959

ニセヨロイダニ属 GenusBharatohydracarusCook1967

ニセヨロイダニ Bharatohydracarusjaponicus(Imamura1957)

ヨロイミズダニ科 FamilyA汀enuridaeThor1900

ヨロイミズダニ亜科 subfamilyArrenurinaeThor1900

ヨロイミズダニ属 GenusArrenurusDuges1834

イケヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)agrionicolusUchida1937

ニッポンヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)japonicusUchida&Imamura1952

ハダヨロイミズダニ ArTlenuruS(Arrenurus)hadaiImamura1953

ミトヨロイミズダニ Arrenurus(Arrenurus)mitoensisImamura&Mitchell1967

オオヨロイミズダニ Arrenurus(Megaluracarus)globatorglobator (Muller1776)
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スウチョウヨロイミズダニ Arrenurus(Micruracarus)soochowensis(Marshall1921)

ヒメヨロイミズダニ Arrenurus(Micruracarus)madaraszi(Daday1898)

ト ⅠⅠ.ウシオダニ類 (Halacaroidea)

ウシオダニ科 FamilyHalacari血eMu汀ay1877

ナギサダニ亜科 subfamilyActacarinaeViets1939

ナギサダニ属 GenusActacarusSchulz1937

キタナギサダニ ActacarusillustransNewl11951

カロナギサダニ ActacaruskwoensisAbe1990

ウナバラナギサダニ (新称) Actacaruspacljicus Bartsch1979

ヤツゲナギサダニ (新称)ActacarusoctosetusAbe1997

ローマンダニ亜科 subfamilyLolm annellinaeViets1927

ニセローマンダニ属 GenusPorolohmannellaVletS1933

ニセローマンダニ Porolohmannellaviolacea(Kramer1879)

スナホリダニ属 GenusScaptognathusTrouessart1889

モンツキスナホリダニ ScaptognathusventridiscusAbe1990

オオスナホリダニ (新称)scaptognathusmagnusAbe1990

テウリスナホリダニ (新称)scaptognathusteuriensisAbe1990

ウシオダニ亜科 subfamilyHalacarinaeViets1927

ウシオダニ属 GenusHalacarusGosse1855

ウシオダニ HalacarussponglbhilusKishida1927

カワリウシオダニ属 GenusAnomalohalacarusNewell1949

フタミカワリウシオダニ AnomalohalacarusblformisAbe1996

ヒシウシオダニ属 (新称)GenusAgauopsisViets1927

オキナワヒシウシオダニ (新称) AgauopsisokivavensisBartsch1986

スナカクレダニ属 (新称)GenusArenihalacarusAbe1991

イマムラスナカクレダニ (新称)ArenihalacarusimamuraiAbe1991

カブトウシオダニ属 (新称)GenusLobohalacarusViets1939

カブトウシオダニ (新称)Lobohalacarusweberi(Romijn&Viets1924)

イズミウシオダニ亜科 (新称)subfamilyLimnohalacarinaeViets1927

チカウシオダニ属 GenusSoldanellonyxWalter1917

チカウシオダニ SoldanellonyxmonandiWalter1919

アキヨシチカウシオダニ (新称)SoldanellonyxakiyoshiensisImamura1959

シャブイチカウシオダニ (新称)SoldanellonyxchaFPuisiWalter1917

ミヤコチカウシオダニ (新称)SoldanellonyxmiyakoensisImamura1957

モリモ トチカウシオダニ (新称)Soldanellonyxmorimotoilmamura1970

一71-



ウロコチカウシオダニ (新称)soldanellonyxpapilloszLSImamura1957

ニセウシオダニ属 (新称)Genus ParasoldanellonyxVletS1929

ヤマ トニセウシオダニ (ヒメウシオダニより改称)parasoldanelloJりα OphlopsjaponiczLSImamura

1957

ヒメウシオダニ属 (新称)Genus Himejacaruslmamura1957

モリモ トヒメウシオダニ (新称)HimejacarzLSmOrimotoL.Imamura1957

カイソウダニ亜科 subfamilyRムombognathinaeViets1927

カイソウダニ属 GenusRhombognathusTrouessart1888

ウミべカイソウダニ RhombognathusatuyAbe1990

ヒラタカイソウダニ RhombognathuscompressusAbe1996

ワカレカイソウダニ RhombognathusdissociatesAbe1990

エゾカイソウダニ RhombognathusezoensisAbe1990

マヨイカイソウダニ RhombognathusincertusAbe1996

スべユビカイソウダニ Rhombognathuslewodaco,IllsKm tz1976

ウチゲカイソウダニ RhombognathusmedialisAbe1996

オサナカイソウダニ RhombognathusneotenzLSAbe1996

シナカイソウダニ RhombognathussinensisBartsch1990

ホソカイソウダニ RhombognathustenuLformisAbe1996

テウリカイソウダニ RhombognathusteurinusAbe1996

オジギダニ属 GenusIsobactrusNewell1947

クマデオジギダニ IsobactrusdentatusAbe1996

マガリオジギダニ IsobactrusgりpOSetuSAbe1996

カギヅメオジギダニ IsobactrushamatzLSAbe1996

フトジマオジギダニ IsobactruslatistriatusAbe1996

コブオジギダニ IsobactrustuberculatzLSAbe1996
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26｡IMAMURA,T｡(1954)Onawater-mite,Piona(Piona)cornea(Koch)joundintheOzegahara

Moor.ScientificResearchOzegaharaMoor,pp.709-713.
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27｡今村泰二 (1955)ミズダニ類概説.茨城博物同好会会誌,20:ト9｡

28･IMAMURA,T･(1955)Crenophilousandrheophilouswater-mitesfromMishimaanditsvicinity.

日本生物地理学会会報,16-19:181-192.

29.IMAMURA,T.(1956)Water-mitesfromLakesKasumigauraandKitaura.Bull.Fac.Lib.Arts,

IbarakiUniv.,Nat.Sci.,6:23-26.

30.IMAMURA,T.(1956)SomesubterraneanwatermitesfromHyogoPrefecture,Japan.Compt.

Rend.Prem.Congr.Intem.deSpeleol.,Paris1953,3(3):193-214.

31.IMAMURA,T.(1957)ErsteMitteilunguberPorohalacaridaeausunterirdischenGewassemin

Japan.Abh.Naturw.Vcr.Bremen,35:53-62.

32.IMAMURA,T.(1957)Subterranean watermitesofthemiddleandsouthemJapan.Arch.f.

Hydrobio1.,53:3501391.

33.IMAMURA,T.(1957)Anewgenusofsubterraneanwater-mitesfromKyoto.TheJoumalofthe

FacultyofScience,HokkaidoUniversity,13:49-53.

34.IMAMURA,T.(1958)Water-mitesofMarshHinum a.Bull.Fac.Lib.Arts,IbarakiUniv.,

Nat.Sci.,8･.55-59.

35.IMAMURA,T.(1958)Somewater-mites(Hydraclmellae)ofsubterraneanwatersinJapan.Arch,

f.Hydrobio1.,54:4471461.

36.IMAMURA,T.(1959)Checklistofthetroglobio山icltombididae,Porohalacaridaeand

HydraclmellaeofJapan.BulletinoftheBiogeographicalSocietyofJapan,21:63-66.

37.IMAMURA,T.(1959)Water-mites(HydrachnellaeandPorohalacaridae)fromthesubterranean

watersofAkiyoshi-daiKaJap.Jour.Zoo1.,12:2511255.

38.IMAMURA,T.(1959)Water-mites(Hydrachnellae)ofsubterranean watersinKnatoDistrict,

Japan.Acarologla,1:4261451.

39.IMAMURA,T.(1960)Water-mitesfromtheriverHinuma. Bull.Fac.Lib.Arts,IbarakiUniv.,Nat.

Sci.,ll:39-52.

40.IMAMURA,T.(196I)Water-mites(Hydraclmellae),mainlyinsubterranean waters,fromthe

Ryu-KyuIslands.Acarologia,3:48-59.

41.IMAMURA,T.(1961)TwosepeciesofAturuS(Aturidae,Acari)fromJapan.ActaAraclmologica,

17:34-38.

42.IMAMURAT.(1961)Anewcoldstenothermalwater-miteHydrovolzia(Hydtovolzia)japonican.

sp.,fromtheOkunikko.Bull.Fac.Lib.Arts,IbarakiUniv.,Nat.Sci.,12:57160.

43.IMAMURA,T.(1962)EinigeneueArtenYontroglobiontischenWassermilbeninJapan.

ZoologischerAnzelger,168:252-261.

44.IMAMURA,T.(1964)AnewspeciesofBrachypoda(Hydraclmellae,Acari)fromJapan.Bull.Fac｡

Lib.Arts,ⅠbarakiUniv.,Nat.S°i.,15:23-26.

45.今村泰二 (1965)ミズダニ類 Hydrachnellae.ダニ類 (佐々学編),pp.216-232.東京大学出版

会,東京.

46.IMAMURA,T.(1965)Threenewspeciesofwatermites(Hydraclmellae&omIse,Japan.Bull.Fac.
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Lib.Arts,IbarakiUniv"Nat.Sci.,16:5-12.

47.IMAMURA,T･(1967)Thewater-mitesparasiticonthedamselny,Cercionhieroglyphicum

Brauer.Ⅰ.SystematicsandlAmotationesZoologlCaeJaponenses,40:28-36.

48.IMAMURA,T.(1967)Theecologyandlifecycleofthewatermite,Pierst'gialimopht'laProtz.

AnnotationesZoologlCaeJaponenses,40:37-44.

49.IMAMURA,T.(1967)TwonewspeciesofThyasidae(Acarina)斤omNikkoNationalPark,

Japan.AmotationesZoologlCaeJaponenses,40:171-176｡

50.IMAMURA,T.(1970)Subterranean watermites(LirrmohalacarinaeandHydraclmellae)ofthe

nushimaIslands.Bull.Nat.S°i.Mus.Tbkyo,13:249-262.

51.IMAMURA,T.(1970)ThefaunaoftheinsularlavacavesinwestJapan.II.Porohalacaridae

(Acari).Bull.Nat.S°i.Mus.Tbkyo,13:455-458.

52.IMAMURA,T.(1970)SomepsammobionticwatermitesofLakeBiwa.AnnotationesZoologicae

Japonenses,43:200-206･

53.IMAMURA,T.(1971)ThefaunaofthelavacavesaroundMt.Fuji-sam.V.Limnohalacarinae

(Acari).Bull.Nat.S°i.Mus.Tbkyo,14:333-336.

54.IMAMURA,T(1976)Twonewspeciesofwateトmites丘･omNikkoNationalPark,Japan.

AnnotationesZoologlCaeJaponenses,49:279-284.

55.IMAMURA,T.(1977)AnewsubgenusandspeciesofBharatalbia(Hydraclmellae,Acari)斤om

Japan.ProceedingsoftheJapaneseSocietyofSystematicZoology,13:46149.

56.IMAMURA,T.(1977)TwonewspeciesofAxonopsinae(Hydrachnellae,Acari)斤omJapan･Acta

ArachnologlCa,27:109-113･

57.今村泰二 (1977)日本の地下水生ミズダニ類の研究展望.ダニ学の進歩 (佐々学 ･青木淳一

編), pp.9-81.

図鑑の北隆館,東京｡

58.IMAMURA,T.(1979)RemarksonthesubterraneanwatermitesofJapan andanew

psammobionticgenusandsubfamilyofProceedingsofthe4thIntemationalCongressof

Acarology,1974,pp.157-163.
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Hydraclmellae)fromJapan.AnnotationesZoologicaeJaponenses,52:257-260.
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61.IMAMURA,T.(1983)Twonewpsammobionticwatermites(Acari,Hydraclmellae)fromJapan.

Annotationes ZoologlCaeJaponenses,56:54-58.

62.IMAMURA,T.(I983)ThreenewspeciesofHydrachnellae(Acari)ofstreamsinJapan.

AnnotationesZoologlCaeJaponenses,56:227-236.

63.IMAMURA,T.(1984)FournewspeciesofBharatalbia(Acari:Hydraclmellae)fromJapan･Human

Science(TbkiwaUniv.),1(1):67-75.
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65｡今村泰二 (1986)ミズダニ類 Hydraclmellae.日本淡水生物学 (上野益三編)pp.368-395｡北

隆館, 東京.
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210-214.
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70.増田良秋 (1935)淡水産メガネダニ属 Eylaisの一種の生活史に就いて.植物及動物,

3(8):44-54.

71.増田良秋 (1935)淡水産ミズダニ HydT}PhantesuchL'daL'Kishida(?)の一種の生活史に就いて.

動物 学雑誌,47:412-420.

72.増田良秋 (1942)大阪付近に産するミヅダニの生活史に就いて (予報).広島文理科大学高

等師範学校 博物学会誌,10:35-36.

73.宮崎一郎 (1933)｢アノフェ-レス｣ ノー寄生虫ニッイテ.九大医報,7(6):1-6.

74.宮崎一郎 (1935)マグラ蚊に寄生する水ダニの一種について｡植物及動物,3(4):9-13.

75｡宮崎一郎 (1936)UberdasSaugorganYonzweiArtenWassermilbenlarven｡Annotationes

ZoologlCaeJaponenses,15:306-311.

76.宮崎正之 (1956)四国産ミズダニの研究.Atypus,10:ト6.

77.MORI,S.(1980)ListofplantandanimalspecieslivinginLakeBiwa.MemoriesoftheFacultyof

Science,KyotoUniversity,SeriesorBiology,8:ト33.

78.徳本洋 (1966)加賀白山でのクロミヤマヌカカとその寄生ダニの採集例について.生物研

究 (福井), 10:23-24.

79.内田亨 (1922)淡水産ダニの-新種とその生態.動物学雑誌,34:892-898.

80.UCHIDA,T.(1931)EinigefemorientalischeArtenderWassermilben.ZoologischerAnzeiger,

94:129-138.

8I.UCHIDA,T.(193I)EinigeWassermilbenausJapan.ZoologischerAnzeiger,95:2621268.

82.UCHIDAT.(1934)SomeRheophilousWater-mites&omJapan.TheJoumaloftheFacultyof

Science,HokkaidoUniversity,3:67-116,

83｡内田亨 (1936)本邦産 ミヅダニ概説.植物及動物,4(10):1-18.

84.UCHIDA,T.(1937)WatermitesfromKyushu.BulletinoftheBiogeographicalSocietyofJapan,

7(2):9-29.

85.UCHIDA,T.(1938)WatermiesintheenvironesofTokyo.FaunaMusashinensis,2:1-3.
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pp.449-451.

87･UCHIDA,T･(1940)Descriptionofanewgenusofwatermites.AnnotationesZoologicae

Japonenses,19:238-244.

88･UCHIDA,T･(1953)Somenewwater-mitesfromJapan･TheJoumaloftheFacultyofScience,

HokkaidoUniversity,11:515-524.

89.UCHIDA,T.(1953)Anewsubterranean water-mitesfromJapan.AnnotationesZoologicae

Japonenses,26:20-27｡
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1.ABE,H.(1990a)TwospeciesofthegenusActacarus(Acari,Halacaridae)fromJapan.Zoological

Science,7(1): 111-126.

2.ABE,H･(1990b)AnewspeciesofthegenusScaplognaLhzLS(Acari,Halacaridae)fromJapan.Joumal

ofNaturalHistory,24:251-260.

3.ABE,H.(1990C)Threenewspeciesofthegenus励ombognathus(Acari,Halacaridae)fromJapan.

Zoological Science,7(3):517-535

4.ABE,H.(1990d)NewrecordofPorolohmannellaviolacea(Kramer,1879)(Acari,Halacaridae)

fromJapan.Acarologia,31(3)A.241-246.

5.ABE,H.(1990e)TwonewspeciesofthegenusScaptognathzLS(Acari,Halacaridae)fromHokkaido,

Japan.CahiersdeBiologlemarine,31:349-363.

6.ABE,H.(1991)AnewgenusandspeciesofthefamilyHalacaridae(Acari,Prostigmata)fromJapan.

Zoologische Jahrbucher,118(2):247-256.

7.ABE,H.(1996a)Rhombognathinemites(Acari:Halacaridae)fromHokkaido,northemJapan.

PublicationsoftheSetoMarineBiologlCalLaboratory,37:63-166.

8.ABE,H.(1996b)AnewspeciesofthegenusAnomalohalacarusfromJapanwithnotesontaxonomic

characters.JoumaloftheAcarologicalSocietyofJapan,5(1):7-16.

9.ABE,H.(1997)HalacaridmitesofthegenusAclacarus(Acari:Halacaridae)fromHokkaido,northem

Japan.SpeciesDiversit弘2(1):31-42.

10.IMAMURA,T.(1957)ErsteMitteilung也berPorohalacaridaeausunterirdischenGewasseminJapan｡

Abh.naturw.Ver.Bremen,35:53-62.

11.IMAMURA,T.(1959a)ChecklistofthetroglobionticTrombidiidae,Porohalacaridaeand

HydrachnellaeofJapan｡Bull.Biogeogr.Soc.Japan,21:63-66.

12.IMAMURA,T.(1959b)Watermites(HydraclmellaeandPorohalacaridae)fromthesubterranean

watersofAkiyoshi-daiKarst,Japan.JapaneseJour.Zoo1.,12:251-255.

13.IMAMURA,T.(1970a)Subterranean watermites(LimnohalacaridaeandHydraclmellae)ofthe

TsuschimaIslands.Bull.natn.Sci.Mus.Tokyo,13:249-262.

14.IMAMURA,T.(1970b)ThefaunaoftheinsularlavacavesinWestJapan.II.PorohalacaHnae

(Acari).Bull.natn.Sci.Mus.,Tokyo,13:455-458.
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15.IMAMURA,T.(1971)ThefaunaofthelavacavesaroundMt.Fuji-Sam.V.Limnohalacarinae

(Acari).Bull.Natn.Sci.Mus.,Tokyo,14･.333-336.

4)今村泰二博士のダニ学関連研究業績日韓

我が国の著名なダニ学者の一人として知られる今村泰二博士が,2004年 12月 28日に逝去さ

れた.今村博士は特に地下水性のミズダニ類に興味を持たれ,日本全国から間隙性 ミズダニ類

の採集をして次々に論文として発表された｡博士が作製したミズダニ類のプレパラー ト標本は

1500枚を越え,それを扱った分類学の論文は70以上にも及ぶ.

今村泰二博士が所有していた水生ダニ類コレクションは,ミズダニ類のコレクションとして

は国内で最大のものである.標本は,必要に応 じて修復を施 したのち台帳との照合を行い,リ

ス トを作成した.この結果は,印刷中の論文 (本報告書 7｡掲載論文等に採録)に著した.

今村博士は約 160種にのぼる新種を記載され,我が国におけるミズダニ類の分類を常にリー

ドする存在であった.今村博士の研究業績 目録としては今村(1979)が出版されているが,その

後も博士は研究 ･報告を続けられていたので,ここでは,ダニ学に関する今村博士の全業績を

網羅した目録を新たに報告する.

今村泰二博士研究業績 (ダニ学関係)

Abe,H.,T.ImamuraandY.Kikuchi(2006)Catalogueofthetypespecimensofaquaticmites(Acari,

Hydraclmellae& Halacaridae)intheTaijiImamuracollectionoftheIbarakiNatureMuseum,

Ibaraki,Japan･BulletinofIbarakiNatureMuseum,9:inpress.

今村泰二 (1938)土負貝 AnodontaberingianaMiddendorff に寄生せるミヅダニの 1種 VletSataX

parasiticum の生活史｡動物学雑誌,50:462-471.

今村泰二 (1947)ミズダニとその採集法.生物,2:92-93.

Imamura,T.(1950)Onanewspeciesofwatermites,Partuniauchidain.sp.fromHokkaido.Joumlof

theFacultyofScience,HokkaidoUniversity,SeriesVI,Zoology,10:33-37.

Imamura,T･(1950)Onthelife-historyofPartnuniauchidai,awatermiteparasiticonstone-flies･

AnnotationesZoologlCaeJaponenses,24:54-58.

今村泰二 (1950)ミズダニ類の 1種 Hygrobateslongipalpis(Herm.)の生活史について.学芸,2:

74-78.

今村泰二 (1950)大雪山に産するミズダニの1種 ArrenurzL- (ArrenurzLS)daisetsuensisImamuraの

生活史. 札幌博物学会報,19:1-6.

今村泰二 (1950)旭Jmこ産するミズダニの1種 pionopsislutensisjaponensisについて｡学芸,2:

188-191｡

Imamura,T.(1951)Anewwatermite,Arrenurusdaiselsuensisn.sp.,withanoteonitslife-history,

JoumalortheFacultyorScience,HokkaidoUniversity,SeriesVI,Zoology,10:116-112.

今村泰二 (1951)蚊に寄生するミズダニの1種Hyd'whantessp.科学,21(5):2501251.
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今村泰二 (1951)タニシに寄生するミズダニの1種｡科学,21:299-300.

今村泰二 (1951)日光尾瀬原のルリイ トトンボに寄生するミズダニ.衛生動物,2:5-8.

Imamura,T･(1951)Studiesonthreewater-mites&omHokkaidoparasiticonmidges.Joumalofthe

FacultyofScience,HokkaidoUniversity,SeriesVI,Zoology,10:274-288.

Imamura,T･(195I)Hostsofwater-mitesfromJapan.Privatepublication.

今村泰二 (1952)アメンボに寄生するミズダニの一種 LL'mnocharesaquaticaについて｡動物学

雑誌,61:227-232.

今村泰二 (1952)ミズダニの脚の爪に関する比較研究.動物学雑誌,61:191-195.

今村泰二 (1952)揺蚊に寄生するミズダニの一種 NeumanL'auchidaiの生活史.衛生動物,3:46-

47.

Imamura,T･(1952)Notesonthemoultingoftheadultofthewatermite,ArrenurzLゞuChidain.sp.

AnnotationesZoologlCaeJaponenses,25:447-451.

Imamura,T.(1952)Somewatermitesfrom Kyushu.JoumaloftheFaculty ofScience,Hokkaido

University,SeriesVI,Zoology,ll:149-167.

今村泰二 (1953)ミズダニの一種ArrenurzL=00Chowensisについて.動物学雑誌,62:343-346.

Imamura,T.(1953)Somewater-mites&omHiroshimaPrefecture.JoumaloftheFacultyofScience,

HokkaidoUniversity,SeriesVI,Zoology,ll:193-260.

Imamura,T.(1953)Somestenophilouswater-mites丘･omHyogoprefecture,JoumaloftheFacultyof

Science,HokkaidoUniversity,SeriesVI,Zoology,ll:2611276.

Imamura,T.(1953)Water-mitesBom Gifu Prefecture.JoumaloftheFaculty ofScience,Hokkaido

University,SeriesVI,Zoology,ll:411-471.

Imamura,T.(1954)Studiesonwater-mites&omHokkaido.JoumalofHokkaidoGakugeiUniversity,

SectionB,Supplement,1:ト148.

Imamura,T.(1954)Somestenophilouswater-mitesfrom NiigataPrefecture.JoumalofHokkaido

GakugeiUniversity,SectionB,Supplement,1:1491164.

Imamura,T.(1954)Onawater-mite,Piona(Piona)cornea(Koch),foundintheOzegaharaMoor.In:

ScientificResearchesoftheOzegaharaMoor.pp.709-713,Tokyo.

Imamura,T.(1955)Crenophilousandrheophilouswater-mitesfromMishimaanditsvicinity.Bulletinof

theBiogeographicalSocietyofJapan,16-19:181-192.

今村泰二 (1955)ミズダニ類概説.茨城博物同好会会誌,20:1-9｡

Imamura,T.(1956)Somesubterranean water-mites&omHyogoPrefecture,Japan.ComptesRendus

PremiereCongreslntemationaledeSpeleologie,3:193-214.

Imamura,T.(1956)Water-mites丘･omLakesKasumigauraandKitaura.BulletinoftheFacultyofLiberal

Arts,IbarakiUniversity,NaturalScience,6:23-26.

Imamura,T.(1957)ErsteMitteilung_berPorohalacaridaeausunterirdischenGew_ssem inJapan｡

AbhandlungenNaturwissenschaftlichenVereinzuBremen,35:53-62.

Imamura,T.(1957)Anewgenusofsubterranean water-mites丘･omKyoto.Joumal ofthetFAcultyof

Science,HokkaidoUniversity,SeriesVI,Zoology,13:49-53.
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Imamura,T.(1957)Subterranean water-mitesofthemiddleandsouthem Japan. Archivfur

Hydrobiologie,53:350-391.

Imamura,T.(1958)Somewater-mites(Hydraclmellae)ofsubterranean watersin Japan.Archivfur

Hydrobiologie,54:447-461.

Imamura,T.(1958)Water-MitesofMarshHinuma.BulletinoftheFacultyofLiberal Arts,Ibaraki

University,NaturalScience,8:55-59.

Imamura,T.(1959)Water-mites(HydraclmellaeandPorohalacaridae)&omthe subterranean watersof

Akiyoshi-daiKarst,Japan.JapaneseJoumalofZoology,12:251-255.Imamura,T.(1959)Water-

mites(Hydraclmellae)ofsubterraneanwatersinKantoDistrict,Japan.Acarologia,1:426-451.

Imamura,T.(1959)CheckListofthetroglobionticTrombidiidae,Porohalacaridae andHydraclmellaeof

Japan.BulletinoftheBiogeographicalSocietyofJapan,21:63-66.

Imamura,T.(1960)Water-mitesfromtheRiverHinuma.BulletinoftheFacultyof LiberalArts,Ibaraki

University,NaturalScience,11:39-52.

今村泰二 (1960)ミズダニ類.｢原色動物大図鑑 第4巻 (内田亨編)｣p.9,pl.4,北隆館,東京.

Imamura,T.(1961)Water-mites(Hydraclmellae),mainlyinsubterranean waters,from theRyu-Kyu

lslands.Acarologia,3:48-59.

Imamura,T.(1961)TwospeciesofAturuS(Aturidae,Acari)fromJapan.ActaAraclmologica,17:34-38.

Imamura,T.(1961)Anewcoldstenothermalwater-mite,HydrovolzL'a (HydT10VOIzia)japonican.sp.,

&omtheOkunikkoTroutHatchery.Bulletinofthe FacultyofLiberalArts,IbarakiUniversity,

NaturalScience,12:57-60.

今村泰二 (1961)新動物分類表.227p.,北隆館,東京｡

Imamura,T.(1962)EinigeneueArtenYontroglobiontischenWassermilbenin Japan.Zoologischer

Anzelger,168:252-261.
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